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はじめに 

本製品を安全に正し<使ラために重要な事項が、同捆の冊テ『安必してお使いいた 
だくために』に記載されています。必ずお読みになり、正しくお使いください。 
お読みになった後は、し、つでも見られるようにお手元に大切に保管してくださし、。 

本書は、次のミ央まりに従って書かれています。 


記号の意味 


么ち険 

"取扱いを誤った場合、使用をび死 t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと’’をおします。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負うことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想をされること"をおします。 


データの消失や、故障、性能を下を起こさないために守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

役立つ 
操作集 

巧っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルや他のマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合… 「 」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 

サイバーサポートへの参照の場合…《》 

サイバーヴポートにはさまざまな情報び搭載されており、自然語 
で検索でさまず。 


* 1重傷とは、失明令けび、やけど（高温•低湿)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものお 
よび治療に入院-長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび•やけど•感電などをさします。 

*3 物的損喜とは、家屋•家財および家畜•ペット等にかかわるお大損善をさします。 













用語について —— 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム 

(0S) を示します。本製品のシステムは Windows XP です。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプリケーションソフトウエアを示します。 

Windows XP Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日 
本語版をおします。 

MS-IME Microsoft® IME 2003 /ナチュラルインプット 2003 を示します。 

サイバーサポート 

CyberSupport for TOSHIBA を示します。 

ドライブ DVD マルチドライブ/マルチドライブを示します。内蔵されている 

ドライブはモデルによって異なります。 

国^詳細について『使ってみよラ]章日ドライブ』 

DVD マルチドライブモデル 

DVD マルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

DVD - R/-RW ドライブモデル 

DVD-R/RW ドライブび内蔵されているモデルをおします。 

マルチドライブモデル 

マルチドライブび内蔵されているモデルを示します。 

TV チューナ内蔵モデル 

TV チューナび内蔵されているモデルを示します。 

フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデル 

フ□ッピーディスクドライブび内蔵されているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルをおします。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office Personal Edition 2003 がプレインストールさ 
れているモデルを示します。 


記載について— 一^ 

■記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、 
「用語について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」とま記します。 

-インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明していまず。 
. アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインス I -ールまたは同捆の CD / 
DVD からインス I -ールしたバージヨンを使用することを前提に説明しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
をがあります。 


Trademarks —:~~: — ：：__ ィ 

■ Microsoft 、 Windows . Windows Media 、 日 utlook は、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

• Intel 、 インテル、 Celeron は、ア ><リカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのテ会社の商標または登録商標です。 

- CyberSupport 目 eatJam 、 ホームぺージミックス、マイペンシルは、株式会社ジャ 
ストシステムの商標または登録商標です。 

- CyberSupport 、 BeatJam 、 ホームぺージミックス/ R . 2、マイペンシル/ R . 2は、 
株式会社ジャストシステムの著作物であり、 CyberSupport 、 目 eatJam 、 ホーム 
ページ S ックス/ R .2、 マイペンシル/ R .2 にかかる著作権、その他の権利は株式会 
社ジャストシステムおよび各権利者に帰属します。 

- CDD 巨は Gracenote の商標です。 

- i . LINK と i.LINK □づは商標です。 

■ LaLaVoice 、 ekitanExpress 、 Cmfi 旨 Free は（株）東芝の商標または登録商標 
です。 

- The 翻訳、 The 翻訳インターネットは東芝ソリユーシヨン株式会社の商標です。 

- Adobe は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

- Drag'n Drop はイージーシステムズジャパン株式会社と株式会社デジオンの登録 
商標です。 

-駅すぱあとは株式会社ヴァル研究所の登録商標です。 

-プ□アトラスは株式会社アルプス社および株式会社アルプス出版社の登録商標です。 
■ Symantec、Norton AntiVims、LiveUpdate la ； Symantec Corporation 0 s 
録商標です。 

Norton Internet Security は Symantec Corporation の商標です。 

©2004 Symantec Corporation , All Rights Reserved . 

■ InterVideo 、 WinDVD 、 WinDVR、WinDVD Creato 「は InterVidea Inc . の登録 
商標または商標です。 

- Ma 呂 ic 白 ate 、 "メモ U - スティック"、 . "日 penMG " および"日 penMG " □□ 
は、 ソこ一 株式会社の商標です。 




取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用し 
ている場合びあります。 


プ□七ッサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのよラな条件によって違 
いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用している場合 
■ A 巳アダプタを接続せずバッテリ駆動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-本製品を a 常の電話回線、ちしくは低ま度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能〕ンピュータび必要に設計 
されているデヴィン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高],000 メートル （3,280 フィート）しソ上をお考えください。 
■目まとして、気温已〜 35 °C (高所の場合2已°〇の範囲を超えるような外気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と 
異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンずる場合びあります。 
これは、当社び巧奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された 
場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に巧ずる損害の危険を減らすための 
通常の保護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、 
必ず定期的にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プ□セッサび最 
適の処理能力を発揮するよラ、当社び巧奨する状態にて本製品をご使用<ださい。 
この他の使用制限事項につさましては取扱説明書をお読み<ださい。また、詳細な 
情報についてはまち PC ダイヤル 0570-00-3] 00にお問い合わせください。 


著作権について ■ 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、そ 
の著作者及び著作権者の権利びイ呆護されています。こラした著作物を複製すること 
は、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでをます。上記の目的 
を超えて、権利ちの了解な<これを複製（データお式の変換を含む)、改変、複製物 
の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行ラと、「善作権侵害」「著作ち人格権侵害」 
として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して複製 
などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用をむびけてください。 


yy - ス情報について — 

「|」|」ース情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。 
必ず読んでください。次の操作を行5と表示されます。 


①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ i 」 U - ス情報]をク 
リックする 

お願し、 — 二---^一^^^— 

■本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされているシステム （0 S )、 アプリ 
ケーション(外をインス I ルした場合の動作な証はできません。 

- Windows のツールまたは U カバ I 」 DVD - ROM を使用して再セットアップする手 
順■(外のち法で、パーティションを変更•削除•追加しないでください。ソフト 
ウェアの領域を壊すおそれびあります。 

■内蔵八ードディスクにインス!ルされているシステム （0 S )、 アプ U ケーショ 
ンは、本製品でのみ利用でをます。 

-購入時に定められた条件(外で、製品およびソフトウェアの複製をしくはコピー 
をずることは禁じられています。取り扱いにはを意してください。 

-パスワードを設をした場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておい 
てください。パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でさなくなった場 
合は、使用している機種を確認後、近くの保守サービスに依頼してください。パ 
スワードの解除をな守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとき、身 
分証明書（お客様自身をお認できる物）の提示び必要となります。 

■セキュリティ対策を施さず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情によ 
りセキュ U ティの問題び発生してしまった場合、興社は、これによって生じた損 
害に対する責任を負いかねます。 

-ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約 
書』および『ソフトウェアに関するま意事項』をお読みください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしており 

ます。本体同捆の『お客様登録カード』またはインターネット経由で登録できます。 

^詳細について『さあ始めよラ1章6ユーヴ登録をする』 

『イ呆証書』は記入内容を確認のラえ、大切に保管して<ださい。 


1 章 

通信機能 


本製品に内蔵されている通信に関する機能を説明し 
ています。 

ブ□-ドバンドでインターネットに接続ずる方法や、 
他のパソコンと通信ずる方法、ミ毎がでインターネット 
に接続するときに必要な設定について紹介します。 


1 LAN へ接続ずる10 
2内蔵モデムについて吕6 



1 LAN へ接続ずる 


パソコンをインターネットに接続する前に、コンピュータウイルスへの巧策を行っ 
て < ださい。 

コンピュータウイルスとは、パソコンにトラブルを発生させるプ□グラムのことで、 
八ードディスクやデータの一部を破壊ずるちのちありまず。 I 

本製品には、ウイルスチェックソフトとして 「Norton Internet Security 」 び用意 
されています。『困ったとをは2章』をお読みになり、必ずウイルスチェックソフト 
のインス!-ールと設定を行い、定期的にウイルスチェックを行ってください。設定 
したソフトは常に最新のバージョンに更新するようにしてください。 

国^コンピュータウイルスについて 

『さあ始めよラ1章已トラブルを防ぐために』 


[0 ケーブルを使った LAN 接続（有線 LAN ) I 


本製品には、ブ□ー ドバンド対応の LAN 機能が内蔵されています。 

LAN コネクタに ADSL モデムやケーブルモデムを接続し、ブ□ー ドバンドでイン 
ターネットに接続することがでをます。ブ□ードバンドに必要なネットワーク機器 
や設定などについて、詳しくは契約しているプ□バイダに問い含わせてください。 
また、本製品の LAN 機能は 、 Fast Ethernet (100 BASE - TX ). Ethernet 
( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネッ 
トワークに接続することができます。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続すると、 


Fast Ethernet / Ethernet を自動的に検出して切り替えます。 


1 LAN ケーブルの接続 

LAM ケーブルの巧田におたつて 巧 圓 

• LAN ケーブルは巿版の物を使用してください。同捆のモジュラーケーブルは、 
LAN コネクタには接続でをません。 

• LAN ケーブルをバソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブル 
を引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損 
するおそれびあ D ます。 









LAN インタフエースを100目 ASE - TX 規格 (100 Mbps ) で使用ずるとをは、お 
ずカテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上のケーフルおよびコネクタを使用してください。 

1□目 ASE - T 規格 （10 Mbps ) で使用するときは、カテゴ U 3 ( CAT 3) 上の 
ケーブルび使用でさます。 

カテづ I 」とは、ネットワークで使用されるケーブルの種類を分類したをので、数字 
び高いほど品質び高<なります。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むときは、プラ 
グの部分を持って行ってください。また、はずすと 
さは、プラグの □ ック部を押しなびらはずしてくだ 
さい。ケーブルを引っ張らないでください。 



1 パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 
2 LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 


□ック部を上にして、パチンと音びするま 
で差し込んでください。 



LAN ケーブルはモジュラーケーブルと似 
ているので、間違えないよラま意してくだ 
さい。 


プラグの差し込み部分に線び8本あるの 
び、 LAN ケーブルです。 


3 LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコ 
ネクタに差し込む 

ネットワーク機器の接続先やネットワークの設定は、《サイバーサポート》 

を確認してください。また会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理 
者にお認してください。 








2 LAN コネクタに関するインジケータ 

LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つの LED があ 
0ます。 



LAN アクティブ LED (穫） 

データを送受信している 
とさに点巧します。 

リンク LED (緑） 

ネットワークに正常に接続 
され、使用可能なとをに 
点巧します。 


3 Windows のネットワーク設定 

ネットワークに接続する場合は、ネットワークの設定を行ラ必要びあります。ネッ 
トワークの設定内容は、ネットワーク環境によって異なります。 

購入時はコンピュータによって仮の値び設定されています。接続するネットワーク 
のネットワーク管理者の指示に従って設定を行ってください。また、セットアップ 
び終了し、 Windows の起動時に、ネットワークパスワードを入力する必要びある場 
合びあります。接続するネットワークのネットワーク管理者の指示に従って、パス 
ワードを入力して < ださい。 


ご購入時は、ネットワークの設定は既を値になっていまず。 Windows のセッ 
トアップ時に LAN ケーブルを接続していると、ネットワークの設定び既定値 
のままネットワークに接続してしまし、ネットワークに障害ををたらす場合び 
あります。必ず、 LAN ケーブルをはずした状態で Windows のセツトアップを 
行ってください。 


1[コント□-ルパネル]を開き、[意> ネットワークとインターネッ 
卜接続]をクリックする 





















2 [ホームネットワークまたはル規模オフィスのネットワークをセット 
アップまたは変更する]をクリックする 



[ネットワークセットアップウィヴードの開始]画面び表示されます。画面 
に従って操作してください。 

コンピュータ名とワークグ J レープは必ずネットワーク菅理者の指示に従って設をし 
てください。コンピュータ名び重複すると、エラーメッセージび表示されますので、 
必ず重複しないコンピュータ名を付けてください。 


ケーブルを巧わない LAN 接続（無線 LAN ) 


* 無線 LAN モデルのみ 

本製品には、モデルによって無線 LAN 機能び内蔵されています。 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態で使用でをる、ワイヤ 
レスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエリ 
ア内であればあらゆる場所からコンピュータを LAN システムに接続でをます。 

無線 LAN アクセスポイント（別売り）を使用することによって、複数のパソコンか 
らワイヤレスでブ□-ドバンド環境を実現でをます。 


1お線 LAN の概要 

本製品には IEEE 802.11呂および IEEE 802.11 b に準拠した無線 LAN モジュール 
び内蔵されています。次の機能をサポートしています。 

• 転送レート自動選択機能 

巳4、48、3日、24、18、12、9、日 Mbps の転送レートから選択巧能です。 
•周波数チャネル選択 （2.4 GHz 帯） 

• マルチチャネル間の□一5ング 

• パワーマネージメント 

•データ暗号化 （ WEP 1 已 2 bit 、 AES 2 已已 bit ) 
















【お線 LAN の種類】 

無線 LAN は、 IEEE 802.11 g および IEEE 802 . 1 lb に準拠する無線ネットワーク 
です。無線 LAN は IEEE 802 .1] 目の場合は最大已 4 Mbps 、 IEEE 802 . 1 ] b の場合 
は最大11 Mbps の転送レートをヴポートしています。 

• IEEE 802.1 Ig では「直交周波数分割を重ち式 」 （Orthogonal Frequency 
Division Multiplexing , OFDM )、 IEEE 802 .1 ]b では「直接お散ち式 」 （Direct 
Sequence Spread Spectrum , DSSS ) を採用し、 IEEE 802 .11 に準拠する他 
社の無線 LAN システムと完全な互換性を持ってしなす。 

• Wi-Fi Alliance 認定の Wi-Fi (Wireless Fidelity ) □ゴを取得しています。 

Wi - 円□ゴは、 IEEE 802 .1] に準拠する他社の無線 LAN 製品との通信び可能な無 
線機器であることを意味します。 

• Wi-Fi CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認証マークです。 

【お線 LAN 製品ご使巧時におけるセキュリティに関するごを意】 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなど 
と無線アクセスポイント間で情報のやり取りを行5ため、電波の届く範囲であれば 
自由に LAN 接続び可能であるという利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてすべての場所に届 
くため、セキュ U ティに関する設定を行っていない場合、次のよラな問題び発生す 
る可能性びあります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=者び、電波を故意に傍受し、 

IDW ロワードまたはクレジットカードま号などの個人情報 
メールの 内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性びあります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第=ちび、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 
個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 
傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまラ可能性びあります。 


本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に巧応ずるための 
セキュ I 」ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関ずる設 
定を行って製品を使用することで、その問題び発生する可能性は少なくなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設をび施され 
ていない場合びあります。 

したびって、お客様びセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、無線 
LAN 力ードや無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、おず無線 LAN 機器 
のセキュ U ティに関するすべての設定をマニュアルに従って行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊なち法によりセキュ I 」ティ設定び破られることをあ 
り得ますので、ご理解のラえ、ご使用ください。 

無線 LAN 内蔵ノートバソコンのセキュ U ティの設定などについて、お客をご自身で 
対処できない場合には、ま芝 P 巳ダイヤル（卷モ参照）までお問い合わせください。 

当社では、お客をびセキュ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理 
解したうえで、お客様ご自身の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行 
い、製品を使用ずることをおずすめします。 

[ 暗号化】 

WEP (暗号化）機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセス 
び容易に行えるため、不正侵入や盗聴、データの消失、破壊などにつなびるを険せ 
びあ0ます。 

そのため WEP 機能を設定されることを強くおすすめいたします。 

国^ WEP 機能の設定「本項 4- WEP 機能を設定する」 

巧線 LAN をほ用するにあたつて ** s^*ia 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物び少なく見通しのをく場所で最 
を良好に動作します。無線通信の範囲を最大限ち効にするには、ディスプレイを開 
さ、本や分厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 
また、パソコンとの間を金属板で適へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性の 
ケースなどで覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。ち国/地域で適用される無線規制については、「付録 
3-5 お客様に巧するお知らせ」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でをる地域については、同捆の『ご使用できる国/地域 
について』を確認してください。 
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2 お線 LAN ネットワークの種類 

無線 LAN ネットワークには、次のよラな機能びあります。 

• 無線 LAN ステーション同±を直接ワイヤレス接続する 
国少「本項2-ピア.ツ ー. ピアワークグループ」 

• 無線 LAN アクセスポイント経由で、インターネットやその他の無線 LAN ステー 
シ ョンに接続する 

国^「本項2-インフラストラクチャネットワーク」 

ピア • ツー • ピア ワークグルー プ 

無線 LAN アクセスポイントを持たない環境 （Small Office/Home Office 
( SOHO ) など）で一時的なネットワークを構築するち法です。ピア'ツーピアワー 
クグループを設定することで、 ル規模な無線ネットワークを構築でさます。ステー 
ション同±び互いの通信範囲内にある場合は、これび最を簡単かつほコストに無線 
ネットワークを構築するち法です。 

このワークグループでは、 Microsoft ネットワークでサポートされているよラな 
[ファイルとプ U ンタの共有]などの機能を使用したファイル交換びできます。家族 
や友人同±でデータを共有したり、フアイルのやり取りをしたい場合などに便利です。 



ピア'ツーピアワークグループでネットワークを構築ずるには、設をび必要です。 
国^ピア'ツー' ピアワークグループの設定について「本項3基本設を」 










インフラストラクチャネットワーク 

無線 LAN アクセスポイントを使用して、バックボーンとなるネットワークに接続 
し、すべてのネットワーク設備に無線 LAN 機器でアクセスでをるち法です 。 LAN 
のバックボーンネットワークは、次のどち日でをアクセスでさまず。 

【スタンドア□ンネットワーク】 

無線 LAN アクセスポイントのみで構築したネットワークです。 



【インフラストラクチャネットワーク】 

無線 LAN アクセスポイントを既存の有線ネットワークに組み込み、既存のち線ネッ 
トワークをバックボーンネットワークとするネットワークです。 



どちらの場合を、ネットワークに接続するには設定び必要です。 

国^ネットワーク接続のための設定について「本項3基本設定」 
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3 昼本設定 

無線 LAN ネットワークに接続ずるには、接続するネットワークに応じた設をび必要 
です。 

Windows XP は、標準で無線 LAN ネットワークに対応しています。 

ネットワーク設定の方ま _ 

1[コント□-ルパネル]を開き、[タネットワークとインターネッ 
卜接続]をクリックする 

2 [ホームネットワークまたはル規模オフィスのネットワークをセット 
アップまたは変更ずる]をク U ックする 



[ネットワークセットアップウィプードの開始]画面び表示されます。画面 
に従って操作してください。 
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4 詳細設定 

無線 LAN は、ほとんどのネットワーク環境におしに基本的な設定だけで動作します。 
インフラストラクチャネットワークに接続している場合の詳細設定は、[ワイヤレス 
ネットワーク接続の プロパティ] 画面で行います。 

I プ□パテイ画面の表示 _ 

1[スタート]一[マイコンピュータ]を開き、[その他]の[マイ 
ネットワーク]をクリックする 

2 [ネットワークタスク]の[ネットワーク接続を表示する]をクリッ 
クずる 

[ネットワーク接続]画面び表示されます。 

3 [ワイヤレスネットワーク接続]を選択し①、[ネットワークタスク] 
のにの接続の設定を変更する]をクリックする③ 



[ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ]画面び表示されます。 



設定を変更したあと、[〇のボタンをクリックし、画面を閉じてください。 


通信機能 
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WEP 機能を設定する _ 

WEP (Wired Equivalent Privacy ) とは、無線で伝送されるデータを日音号化する 
機能です。 WEP での0音号化には]已2ビット、] 28ビット、已4ビットの3種類び 
あり、プ□バティ画面で設をでさます。 

1[ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ]画面を開く 

圆^「本項4-プ□パティ画面の表示」 

2 [ワイヤレスネットワーク]タブの巧リ用でさるネットワーク]で 
ネットワーク名をクリックし①、陥成]ボタンをクリックする② 


① 

② 


[ワイヤレスネットワークのプ□バティ]画面び表示されます。 

3 [データの暗号化 （ WEP 有効)]をチェックする 







4 ネットワークキーを設定する 

ネットワークキーの設定びわからない場合は、ネットワーク管理者の指示に 
従ってください。 

• ネットワークキーが自動的に提供される場合 
[キーは自動的に提供される]びチェックされていることを確認する 
• ネットワークキーが自動的に提供されない場合 
①[キーは自動的に提供される]のチェックをはずす 
③[ネットワークキー]と[ネットワークキーのお認入力]にネットワー 
クキーを入力する 


入力ずる文字の種類によって文字数びミ夫められています。また、文字数に 
よって設定されるセキュ U テイのレベルび異なります。ネットワーク上で接 
続する機器同±は同じセキュ U テイレベルに設定してください。 


セキュリティレベル 

文字の種類と夕字数 

半角英数文字 

] 日進数 

高 （1 已2ビット） 

1日文字 

32文字 

中 （128 ビット） 

13文字 

2已文字 

1氏 （64 ビット） 

已文字 

10文字 


ネットワークキーは「**** (アスタリスク）」で表示されます。 

5 [0 K ] ボタンをクリックする 

手順4で指定 Li (外の文字数でネットワークキーを入力するとエラーメッ 
セージび表示されます。[〇のボタンをク U ックしてメッセージを閉じ、 
をう]度手順4からやり直してください。 






5 お線 LAN をほ 5 

ここでは、ネットワークに接続している他のパソコンの確認について説明します。 


A 警告 

• パソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチ 
をオフ（手前側）にし、必ずバソコン本体の電源を切ってください。ワイヤレス 
コミュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコンの電波によ 
り、計器に影響を与える場合があります。 

また、航空機内でのバソコンのご使用は、おず航空会社の指おに従ってください。 


1本体左側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 
側にスライドする 



ワイヤレスコ吉ュニケーシヨン 
スイッチ 


ワイヤレスコミュニケーシヨン (( f ) LED び点なします。 

無線 LAN 機能び起動します。 

無線 LAN 機能び起動すると、パソコンは自動的に利用できるネットワーク 
を検索します。 

利用でさるネットワークび検出された場合、通知領域にメッセージび表示さ 
れます。 

2 [ワイヤレスネットワーク接続]アイコン（夕）をちクリックし、 
表示されたメニューか5 [利用できるワイヤレスネットワークの表 
示]をクリックずる 

[ワイヤレスネットワーク接続]画面が表示されます。 











3 印 J 用できるワイヤレスネットワーク]の使いたいネットワークを選 
択し①、[接続]ボタンをクリックする⑤ 

WEP 機能を設定しているネットワークに接続するときは[ネットワークキ ー] 
にネットワークキーを入力し、[接続]ボタンをクリックしてください。 


レスネ5トワーク巧芭 


汝のイヤレスネット9-な巧阳できます。9イヤレスネットワ-ウじアウ t スする 
じは、一 g から泌化てから、轴创$如ッウにく巧な、 

利用できるワイヤレスネットワ-ウ < M ): 


兹微站殺»賊たか巧 SI 徽遺踪滅 


ネブトワ—ウキ—の： 


囚このネクトワーウで圧 EE 邮 2 .けをち細こする(目 
ネクトワ-ウ/\の巧爲げ。墙げあるち含(ん間を田設君を州がしてくださ U 


〔詳細記ち(が.,' 


|[ 巧病を）1ぉ 


-① 


■(D 


接続でさると、通巧領域に[ワイヤレスネットワーク接続に接続しました] 
とメッセージび表示されます。 

4 [スタート]一[マイコンピユータ]を開き、[その他]の[マイ 
ネットワーク]をクリックする 

5 [ネットワークタスク]の[ワークグループのコンピュータを表示す 
る]をク U ックする 

無線 LAN でつなびれた、他のパソコンなどのデバイスび表示されます。 


役立つ 

操作集通信状態を確認ずる 

[ワイヤレスネットワーク接続]アイコンをク U ックすると[ワイヤレスネッ 
トワーク接続の状態]画面び表示され、接続の状態、接続継続時間、通信速度、 
シグナルの強さなど動作状況びわかります。 


ヘルプの起動 


無線 LAN の詳しい情報は『ヘルプとヴポート』を参照してください。 
《サイバーサポート》でち検索でさます。 
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ットワーク設定に便利な機能 


本製品に用意されている 「 Co ^ ffi を ree 」 を使ラと、次のよラなネットワーク設定に 
便利な機能び使えます。 

• ネットワークの診断を行い、問題びあればその原因や対応策を表示します。 

• 自宅やオフィスなどのネットワーク設ををプ□ファイルとして登録しておけば、 

プ□ファイルを選択するだけでネットワーク設をやネットワークデバイスを切り 
替えられます。 

• ち線 LAN ケーブルび抜かれたとさに、自動で無線 LAN に切り替えます。 *1 
•無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) に接続すると、そのネッ 
トワークで作成されていたプ□ファイルに自動的に切り替わります。 *1 
• 近隣で使われている無線 LAN デバイスの SSID を検出し、信号の強度に応じて仮 
想のマップ上に表おします。 *1 
など 

* 1無線 LAN 内蔵モデルの場合や PC カードタイフなどの無線 LAN 機器を接続した場合のみ使用 
でさまず。 

他にわ便利な機能び色々用意されています。 

詳細については『ファーストユーヴーズガイド』をご覧ください。 

「 Confi 有 F 怕 e 」 は、コンピュータの菅理者のユーヴアカウントで使用してください。 

ファーストユーザーズガイドの起動方ミち 


[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク]一に onfigFree ファーストユーザーズガイド]をクリッ 
クずる 

「ファーストユーヴーズガイド」び表示されます。 




左側に主な目次び並んでいますので、目的の項目をクリックするとち側に説 
明び表示されます。 


説明び表示されます。 


rConfigFreeJ の起動方ま _ 

購入時の状態では、 Windows を起動すると a 巧領域に rConfigFreeJ のアイコン 
(さ） び表示されています。 

rConfigFreeJ を終了させた場合は、なの手順で起動してください。 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク]一に onfigFree ] をクリックする 

[ConfigFree (ネットワーク診断)]画面び表示されます。 

[タスクトレイに常駐する]をチェックすると、通知領域にアイコン（里） 
び表示されます。 

rConfigFreeJ を起動したときは、 「 ConfigFree 」 の説明画面び表示され 
ます。しソ降必要のない場合は、[次回から表示しない]をチェックし、駐じ 
る]ボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

rConfigFreeJ の詳細については、ファーストユーヴーズガイドまたはヘルプをお 
認してください。 

ヘルプの起動方法 _ 

1 rConfigFreeJ を起動して、表示された画面の[ヘルスボタンを 
クリックする 

[ ConfigFree ヘルプ]画面び表示されます。 



通信機能 
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2 内蔵モデムについて 


内蔵モデムを使用する場合、モジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続しま 
す。内蔵モデムは、 tU-T V.90 に準拠しています。通信先のプ□バイダび V.901；( 
がの場合は、最大33.日 Kbps で接続されます。 

内蔵モデムの操作にあたって — — 

• モジュラーケーブルをバソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モ 
ジュラーケーブルを引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モ 
ジュラージャックび破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ 
通信や他の機器の動作に悪影響を与えることびあります。 

• 回線切換器を使用する場合は、両切り式のちの（未使用機器から回線を完全に切 
り離す構造のもの）を使用してください。 


ro 海かでインターネツトに接続する 1 


本製品の内蔵モデムで使用できる国/地ぼについては、「付録2技術基準適合につ 
いて」を参照してください。 

ミ毎かでモデムを使用する場合、「内蔵モデム用地域選がユーティ U ティ」による地域 
設定を行いまず。 

本製品を曰本で使用する場合は、必ず曰本モードで使用して<ださい。他地域の 
モードで使用すると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 


地域設定は、「内蔵モデム用地ぼ選択ユーティI」ティ」でのみ行ってください。 

「内蔵モデム用地ぼ選択ユーティ U ティ」しソ外で地域設定の変更をした場合、正しく 
変更でをない場合びあります。 








1 設定方法 


1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク] 一 [Modem Region Select ] をクリックする 

[Internal Modem Region Select Utility] アイコン（ぶ）び通な!領域 
に表示されます。 



2 通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
) をクリックする 

内蔵モデムびヴポートする地域の U ストび表示されます。 

現在設定されている地域名と、サブメニューの所在地情報名にチ卫ックマー 
クびつをます。 


アイルラシド 

イスラエル 

イタリア 

スリランカ 
スウエづ.ン 
スイス 


B ^巧を巧巧郎 1 

さま国 


ウウ I ート 

トル〕 

ラトピア 

アラブ首長国巧が 

レバノン 

イギリス 

リトァニァ 

アタリカ 


20:58 


3 使用する地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 

[地域名を選択した場合] 

[新しい場所設定作成]画面び表示されます。 [OK] ボタンをクリックす 
ると、[電話とモデムのオプション]画面び表示されて、新しく所在地情 
報を作成します。 

新し < 作成した所在地情報び現在の所在地情報になります。 

[所在地情報名を選択した場合] 

その所在地情報に設をされている地域でモデムの地域設をを行います。 
選がされた所在地情報び現在の所在地情報になります。 



2 その他の設定 

1 通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(£ ) をちクリックし、表示されたメニューか5項目を選択ずる 


設定 

モデム遇析 
CSELECT 1 こつ0て 
巧了 
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【設定】 

チェックボックスをクリックすると、次の設定を変更することびでさます。 


自動起動モード 

システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用地域選択 
ユーティリティ」び起動し、モデムの地域設定び行わ 
れます。 

地域選択後に自動的にダイ 
アルのプ□バテイを表示する 

地域選択を、[電話とモデムのオプション]の[ダイ 
ヤル情報]画面び表示されます。 

場所設定による地域選が 

[電話とモデムのオプション]の所在地情報名び地域 
名のサブメニューに表示され、所在地情報名から地域 
選がびでさるよラになります。 

モデムとテレフ ォニーの 現在 
の場所設定の地域 コー ドとが 
違っている場合にダイア□グ 
を表术 

モデムの地域設定と、[電話とモデムのオプション]の 
現在の場所設をの地域コードび違っている場合に、 
メッセージ画面を表示します。 

【モデム選択】 


COM ポートま号を還おする画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常 
は自動的に設をされますので、変更の必要はありません。 


【ダイアルのプ□パティ】 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 






2 章 

周迈機器の接続 


パソコンでできることをさ日に広げたい。そのため 
には周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 
本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の取り 
付けかたや各種設定について説明しています。 


1周辺機器について30 
2 PC 力ードを接続ずる 32 
3 USB 対応機器を接続ずる3日 
4テレビを接続ずる 37 
5外部ディスプレイを接続ずる42 
6プ U ンタを接続ずる44 
7し LINK ( IEEE 1394) 対応機器を接続ずる4已 
8その他の機器を接続ずる48 
9 メモ U を増設ずる51 



1 周迈機器について 


周辺機器とは、バソコンに接続して使ラ機器のことです。周辺機器を使ラと、バソ 
コンの性能を高めたり、機能を広げることびでをます。 

周辺機器にっいては、それぞれの機器に付属の説明書をあわせてお読みください。 
周辺機器には、次のよラなをのびあります。本製品では、すでにパソコンに内蔵さ 
れているちのをあ0ます。 

•プリンタ •八ードディスクドライブ（本製品では内蔵） 

• PC 力ード •モデム（本製品では内蔵） 

•スキャナ •フ□ッピーディスクドライブ（モデルによって内蔵） 

•マウス（本製品では同捆） •デジタルカメラ •増設メモ|」*1 
*1 増設の際は、メモ1」購入前に「本章9 メモ1」を増設する」をご覧ください。 

国^周辺機器の接続場所は『使ってみよラ1章1各部の名前』 

周辺機器によってインタフェースなどの規格び異なります。本製品に対応している 
か確認してから購入してください。インタフェースとは、機器を接続するとさの 
ケーブルやコネクタのお状などの規格のことです。 

取り付け/取0はずしにあたって 一一一一一 

取り付け/取りはずしのち法は周辺機器によって違います。本章のち節を読んでから 
作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場 
合、故障ずるおそれびあります。 

• ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコ 
ン本体の電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを抜を、電源コー 
ドを電源コンセントからはずし、バッテリパックを取りはずしてから作業を行っ 
てください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/ 
取りはずしを行ラことです。 

•適切な温度範囲内、湿度範囲内であってを、結露しないよラに急激な温度を化を 
与えないでください。を場は特にミ主意してください。 

• ホコ U び少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

• 極端に温度や湿度の高い/ほい場所では作業しないでください。 

• 静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーぺット敷さの場所など）では作 
業をしないでください。 

• 本書で説明している場所のネジしソ外は、取りはずさないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大きさに合ったものを使用してください。 
•本製品を分解、改造すると、な証やその他のサポートは受けられません。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとをは、コネクタの上下やち向を 
あわせてください。 
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• ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、パソコン本体のコネクタに接続 
した後、ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加 
えないで < ださい。 




周辺機器を使ラ前に 


周辺機器を使用する場合は、その機器を使用するための準備や設をび必要です。 

1ドライパをインストールする 

周辺機器を使ラには、ドライバや専用のアプ U ケーシヨンのインス I ルび必要でず。 
ドライバはあらかじめバソコンに用意されている場合と、周辺機器に添付のフ□ッ 
ピーディスクや CD - ROM を使う場合びあります。 

【自動的に対応（プラグアンドプレイ）している場合】 

Windows には、あらかじめたくさんのドライバび用意されていまず。 

周辺機器を接続ずると Windows びドライバの有無をチェックし、対応したドライ 
バび見つかると、自動的にインス I ''ールを開始します。 

[新しい八ードウエアの検出ウイヴード]画面び表示された場合は、画面に従って操 
作してください。 



【自動的に対応（プラグアンドプレイ）していない場合】 

[八ードウエアの追加ウィヴード]を起動するか、機器に付属の説明書を確認し、ド 
ライバのインス I ''ールや必要な設をを行ってください。 

[八ードウエアの追加ウィヴード]は、次のよラに起動します。 

①[コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をクリック 
する 

③[関連項目]の[八ードウエアの追加]をク U ックする 
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2 PC カードを接続する 


目的に合わせた PC カードを使ラことにより、パソコンの機能が大さく広がります。 
PC カードには、次のよラなちのがあります。 

• ISDN カード • SCSI カード • 無線 LAN カード 
•フラッシュ^モリカード用アダプタカードなど 


PC 力ードを巧う前に 


{ 


本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n / E 対応の力ード （ CardBus 対応 
カードち含む）を使用でをます。 


使用ずるタイプによって取り付け可能なス□ットは異なりますので、よく確認して 
ください。 

スロット0に TYPE in の P 巳力ードを取り付けたとさは、ス□ット1に PC 力ード 
を取り付けることはでさません。 


使用ス□ット：1(上側） 

TYPE n 

使用ス□ット： 0 (下側） 

TYPE n /in 


PC カードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインヴー 
シヨン）に対応しているので便利でず。 

使用している PC 力ードびホットインヴーシヨンに対応しているかどうかなど、詳 
しい使いかたについては 『 PC カードに付属の説明書』を確認してください。 


•ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ードを使用する場合は、必ず 
バソコン本体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• P 巳力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります 。 PC 
カードを取りはずす際に、 PC カードび熱い場合は、少し時間をおを、をめ 
てから PC 力ードを取りはずしてください。 

• PC カードの使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに PC カードを 
取りはずすとシステムび致命的影響を受ける場合びあります。 












2 PC 力ードを接続ずる 


©】 


PC 力ードを巧う 


PC 力ードを使う場合、バソコン本体の P 巳力ードス□ットに P 巳力ードを取り付け 
て < ださい。 

1取日付け 

1 PC 力ードにケーブルを付ける 

SCSI カードなど、ケーフルの接続び必要 
なとさに行います。 



2 PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 

カードは無理な力を加えず、静かに奥まで 
押してください。さちんと奥まで差し込ま 
れていない場合、 PC カードを使用でさな 
し、、または PC カードび壊れる場合びあり 
ます。 



カードを接続したを、カードび使用でさるよラに設定されているか確認して 
<ださい。 


2取りはずし 


取りはずすとさは、 PC 力ードをアプリケーションやシステムで使用していな 
いことを確認してください。 


PC 力ードの使用を停止する 

①通知領域の[八ードウエアのま全な取りかし]アイコン （I を） をク 
IJ ックする 



周辺機器の接続 












② 表示されたメニューから [XXXX (取りはずず PC 力ード）を安全に取 
り外します]をクリックする 

③ 「安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （ X ) をク I 」ツクする 


イジェクトボタンを f 甲す 



イジエクトボタンを巧す 

イジエクトボタンび収納されていない場合は、イジエクトボタンを押して収 
納しまず。 








3 USB 巧応機器を接続する 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでき、プラグアンド 
プレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のよラなをのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プリンタ 

• USB 対応スキャナ • USB 対応ター5ナルアダプタなど 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1 . 1対応機器を取り付けるこ 
とびでさます。 

操作にあたって 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を 
入れてからパソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム（03)、および機器用ドライバの対応び 
必要です。 

• ずべての USB 対応機器の動作お認は行っていません。したびってすべての USB 
対応機器の動作は保証でをません。 

• USB 対応機器を接続したままスタンバイまたは化止状態にすると、復帰を USB 
対応機器び使用できない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直 
すか、バソコンを再起動してください。 


1取日付け 

1 USB ケーブルのプラグをパソコン本体の USB コネクタに差し込む 


プラグの向をを確認して差し込んでくださ 
し、。 


[ も側面】 




周辺機器の接続 










【背面】 



2 USB ケーブルのもう一方のプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 USB 対応機器についての詳細は、 
『USB 対応機器に付属の説明書』をお認してください。 


2取りはずし 




• 取りはずずとさは、 USB 対応機器をアプリケーシヨンやシステムで使用して 
いないことを確認してください。 

• M0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、データ 
び消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 


1 USB 対応機器の使用を停止する 

① 通巧領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン（I を） をク 
リックする 

② 表おされたメニューから [XXXX 邸りはずす USB 対応機點をま全 
に取り外します]をクリックする 

③ 「安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （ X ) をク IJ ックする 

2 パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 











4 テレビを接続する 


本製品の S-Video 出カコネクタとテレビを S 端モケーブルで接続すると、テレビ画 
面に表示させることびでさます。 

接続する S 端テケーブルは、4ピンコネクタのケーブルを使用してください。 

m 取日付け 


Is 端子ケーブルのプラグをパソコン本体の S - Video 出カコネクタに 
差し込む 



子に差し込む 

音声はパソコンのスピーカで聞くか、 へッ ドホン出力端子 にへッ ドホンを接 
続して聞いて < ださい。 

2テレビに表示する^^^^^^^^^^^ 

テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには 
表示されません。 


•おず、 DVD-Video などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってくだ 
さい。再生中は表お装置を切り替えないで<ださい。 

• 次のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書を込みをしている間 
-通信を行っている間 


メモ 




周辺機器の接続 


テレビに表おする場合は、 1024X7 日8ドット下の解像度でご覧くださし、。 















【方法！一[画面のプ□パティ]で設定する】 

1 [コント□-ルパネル]を開き、[珍デスクトップの表示とテーマ] 
をク IJ ック ずる 


2 [を 画面]をクリックする 

[画面のプロパティ]画面び表示されます。 

3 [設定]タブで[詳細設定]ボタンをクリックする 

4 [ Intel ( R ) Extreme Graphics ] タブで[グラフィックのプ□パ 
テイ]ボタンをクリックする 


5 [デバイス]タブで表示する装置を選択する 



f/WX |e 化 I わけ - iOpanOl tM > 



びついているアイコンび現在の表 
示装置です。 

変更するとさは画面左側の表示装置 
のアイコンをクリックしたあと、お 
式を選がします。 


• 内部液晶ディスプレイだけに表示 
[ノートブック]アイコンをク U ックしてください。 

•テレビだけに表示 

[テレビ]アイコンをクリックして<ださい。 

「ビデオ標準」では] 0種類のモードび表示されますび、次の3つのみ使 
用して < ださい。 

•NTSC-M (ホ国仕様の TV 受信機） 

•NTSC-J (日本仕様の TV 受信機） 

•PAL-B (ヨー□ッバ仕様の TV 受信機） 

* 外部ディスプレイだけに表示 

[PC モニタ]アイコンをク U ックしてください。 
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• Clone 表示（ク□—ン表示） 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 
① [ln1;el(R) Dual Display Clone] アイコンをクリックする 




③表示に合わせた設定をずる 


項目 

プライマリデパイス 

セカンダリデバイス 

内部お晶ディスプレイとが部 
ディスプレイで化張表示 

ノー トブック 

PC モこ夕 

内部お晶ディスプレイと 
テレビでお張表示 

ノー トブック 

テレビ 


つし 11 国 




項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

内部液晶ディスプレイと外部 
ディスプレイで Clone 表示 

ノートブック 

PC モニタ 

内部液晶ディスプレイと 
テレヒご Clone 表 

ノー トブック 

テレビ 


• 拡張表 w 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用でさます。 
内部;'夜晶ディスプレイとか部液晶ディスプレイまたはテレビの両方にク 
ローン表示している場合、[画面のプ□パティ]から化張表示を設定でさ 
ません。をを D +@ で +( E @ キーを押して設定画面を表示し、次のよラに 
操作しまず。 

① 日広張デスクトップ]アイコンをク U ックずる 

[お張デスクトップ]アイコンび表示されていない場合は 、I -1 
ボタンをク I 」ックしてください。 

② 表示に合わせた設定をする 


内部液晶ディスプレイとが部ディスプレイを Clone 表示またはお張表示に設定 
する場合、次の画面モードはサポートしていないので、選がしないで < ださい。 

【外部ディスプレイの設定】 


解像度 

1920 X 1440 
]已00 X 1200 
1400 X 1050 


外部ディスプレイの U フレッシュレー ト ( Hz ) 

已 0*1 

60/7已/8已 
7已/8已 

*132 bps モードではサポートしていません。 





周辺機器の接続 
























6 [ OK ] ボタンをクリックする 

なの画面び表示されます。 


なクトゥブを更の宙望 


デスクトッブはちたちされました。現なの設定を巧持しますか？ 

路がかお,この麵自刚)け打たルされ 

II m j ] キャン tz ル I 

7 [ OK ] ボタンをクリックする 

8 [ OK ] ボタンをクリックする 

9 [画面のプ□パティ]画面で [0 K ] ボタンをクリックする 


【メッセージについて】 

設定の途中で、なのメッセージび表おされた場合は、 [0 口または[はい]ボタン 
をクリックしてください。 


[システム設定の変更]画面 


A 溯-お脱嫩腦織按 iSi 独 W 

この*! 口そードザ》こ■•さな化«こが口. UT の 
WflXBTSl コ I 【说】す.モ<?)»»1こ*で： 31. : / ty レ] 

- ぴ …I 4 ■，: /tA I 


• [ディスプレイ設定]画面 
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W 1 一 か I 


• [ディスプレイ設定の確認]画面 


ディスプレイ設定の B 夏 


, デスクトッブげ再設ちされました。この設定を巧巧します扫, 

7 怯谢こ元の i 細こ戻ります ||………な！: 'K の — 1 __いしみか)」 


【方法2 -を] J + f 巧キーを使う】 

@キーを押したまま f 司キーを押すと、表示装置を逞おする画面び表示されます。 
カーソルは現在の表示装置を示しています。を])キーを押したまま弓キーを押すた 
びに、カーソルび移動します。表おする装置にカーソルび移動したら、@キーを離 
すと表示装置び切り替わります。 
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•表示装置を LCD (内部液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (内部液晶ディスプレイ） L ソ外に設定されている場合、表 
示装置を LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていな 
し、状態で、励+固キーを3砂じ(上押し続けてください。 

表示装置に何を表示されず、選がする画面び表示されているかお認できない場合 
は、いったんキーボードから指を離してから、キーを3砂ムッ上押し続け 
て < ださい。 


m 

暨圍语国 

|LCD 


• LCD . 内部ミ夜晶ディスプレイだけに表示 

• LCD / CRT ...... 内部液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

外部ディスプレイを接続している/していないに関わらず、外 
部ディスプレイだけに表示されます。 

内部液晶ディスプレイには何を表示されません。 

• LCD/TV . 内部液晶ディスプレイとテレビに同時表示 

• TV . テレビだけに表示 

テレビを接続している/していないに関わらず、テレビだけに 
表示されます。 

内部お晶ディスプレイには何も表示されません。 


「ち法1」で[お張表示]に設をした場合は、£〇)+た司キーで表示装置を切り替え 
られません。「ち法1」の手順で表示装置を切り替えて<ださい。また、複数のユー 
ヴで使用する場合、ユーヴアカウントを切り替えるときは [ Windows の□グオ刀 
画面で[□グオフ]を選択して切り替えてください。[ユーヴーの切り替え]で切り 
替えた場合は、 @+( E 哥キーで表示装置を切り替えられません。 

国^ユーヴアカウントの切り替え 

『さあ始めよう日章 2-0 ユーヴアカウントを切り替える』 

3取りはずし 

1パソコンの電源を切った後、パソコン本体とテレビに差し込んであ 
る S 端子ケーブルを巧く 
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5 か部ディスプレイを接続ずる 

RGB コネクタにケーブルを接続して、が部ディスプレイに表示させることびでさ 
ます。 

パソコンの電源を切つてから接続してください。 

メモ - 

使用可能なディスプレイは解像度により異なります。解像度にあったディスプ 
レイを接続してください。 


1接続 


1 外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 



外部ディスプレイを接続してパソコン本体 
の電源を入れると、本体は自動的にそのが 
部ディスプレイを認識します。 


取りはずすとさは、 RGB コネクタからケーブルのプラグを抜さます。 

2表示装置を 切日 替 文る 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示ち法びあります。 

•外部ディスプレイだけに表おする 

•外部ディスプレイと内部液晶ディスプレイに同時表示する 
•内部液晶ディスプレイだけに表おする 

「まち省電力」で表示自動停止機能を設定してか部ディスプレイの表示び消えた場 
合、キーあるいはタッチバッドの操作により表示び復帰します。また、スタンバイ 
に設定してある場合は、電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで10砂前後かかることびありますび、故障ではありません。 









外部ディスプレイを接続ずる 


【切り替え方法】 

表示装置を切り替えるち法は、テレビに表示する場合をお語してください。 
国^テレビ接続について「本章 4-2 テレビに表示する」 


メモ 


外部ディスプレイと内部液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、外部ディ 
スプレイ/内部液晶ディスプレイとち、内部液晶ディスプレイの色数/解像度 
で表示されます。 


3表示にごいて 

が部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場 
合びあります。この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定して 
<ださい。 

国^ビデオモードについて「付録 1-3 サポートしているビデオモード」 



周辺機器の接続 








6 プリンタを接続する 


パラレルコネクタにパラレルインタフェースを持つプリンタを接続すると、印刷び 
でをます。また、 USB コネクタに USB 対応のプ U ンタを接続でをます。接続ゃ設 
定についての詳細は『プ U ンタに付属の説明書』を確認してください。 

^ USB 対応機器について「本章3 USB 対応機器を接続する」 


〇] 



プ1」ンタの取り付け/取りはずしと、設定ち法について説明します。 

1取日付け 

パラレルコネクタに接続する場合、プ1」ンタとパソコンの電源を切った状態で接続 
して < ださい。 

1プリンタケーブルのプラグをパソコン本体のパラレルコネクタに差 
し込む 



2プリンタケーブルのもう一方のプラグをプリンタに差し込む 

プリンタの電源を入れてから、パソコンの電源を入れます。 

2プ y ンタの設定 

【ドライバをインス!ルする】 

プ U ンタを使ラには、ドライバのインス I ルび必要です。 

ドライバはあらかじめパソコンに用意されている場合と、プ1」ンタに添付のフ□ッ 
ピーディスクや巳 D - ROM を使う場合びありまず。 

プラグアンドプレイに対応している場合は、初めてプリンタを接続すると[プリン 
夕の追加ウィヴード]画面び表示されます。画面に従って操作してください。 

プラグアンドプレイに対応していない場合は[プリンタの追加ウィヴード]を起動 
するか、『プリンタに付属の説明書』を読んで、インス!-ールを行ってください。 
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[プ u ンタの追加ウィヴー鬥は、なのよラに起動します。 

① [コント□-ルパネル]を開を、[プリンタとその他の八ードウェア]をクリック 
する 

② [プ U ンタを追加する]をク U ックする 

【プリンタポートモードの設定】 

使用するプリンタに合わせてプ1」ンタモードの設定び必要です。 

1[コント□-ルパネル]を開き、プリンタとその他のハード 
ウェア]をクリックずる 

2 東芝 HW セットアップ]をクリックする 

3 [プリンタ]タブの[プリンタポートモード]で、使巧するプリンタ 
に合ったモードに設定ずる 

• ECP (標準値） ...... ECP 対応に設定します。大半のプリンクでは、 ECP 

に設定します。 

•双ち向 . 双方向に設ちします。一部のプ U ンタ、またはプ U ン 

夕外のパラレルインタフてース巧応機器を使用する 
場合に設定します。 

4 [0 K ] ボタンをクリックする 

3 取りはずし 

1パソコン本体とプリンタに差し込んであるプリンタケーブルを巧く 

使用しているプ U ンタに合わせて、プ1」ンタの電源を切ってください。 


周辺機器の接続 
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7 し LINK ( I 比 El 394)巧応機器を接続する 


i.LINK (IEEE 1394) コネクタ （ i . LINK コネクタとよびます）に接続します。 
i.LINK ( IEEE 1394) 対応機器 （ i . LINK 対応機器とよびます）には次のようなわの 
びあります。 

• i . LINK 対応デジタルビデオカメラ * i . LINK 対応八ードディスクドライブ 

• i . LINK 対応 M 0 ドライブ 

i . LINK 対応機器の詳細については、 『 i . LINK 対応機器に付属の説明書』を確認して 
<ださい。 

操作にあたつて - - ~ 

• 静電気び発生しやすい場所や電気的ノイズび大きい場所での使用時にはま意して 
ください。外来ノイズの影響により、転送データび一部欠落ずる場合びありまず。 
万一、パソコンの故障、静電気や電気的ノイズの影響により、再生データや記録 
データの変化、消失び起さた場合、その際のデータ内容の保証はでさません。あ 
らかじめ了をしてください。 

•ビデオカメラから取り込んだ画像データ、音声データは、個人として楽しむ他は、 
著作権法上、権利者に無断で使用でをません。 

• デジタルビデオカメラなどを使用し、データ通信を行っている最中に他の i.LINK 
対応機器の取り付け/取りはずしを行うと、データびコマ落ちする場合びあります。 
i . LINK 対応機器の取り付け/取りはずしは、データ通信を行っていないときまた 
はパソコン本体の電源を入れる前に行ってください。 

• i . LINK 対応機器を使用するには、システム （0 S ) および周辺機器用ドライバの巧 
応び必要です。 

•すべての i . LINK 対応機器の動作確認は行っていません。したびって、ずべての 
i . LINK 対応機器の動作は保証でさません。 

•ケーブルは規格に準拠したをの巧] 00、 S 200、 S 400 対応）を使用してくだ 
さい。詳細については、ケーブルのメーカに問い合わせてください。 

• 3 ml ； (内の長さのケーブルを使用してください。 

• 取り付ける機器によっては、スタンバイまたは休止状態にでさなくなる場合びあ 
ります。 

• i . LINK 対応機器を接続してアプリケーシヨンから使用している間は、 i . LINK 対応 
機器の取り付け/取りはずしや電源コードと AC アダプタの取りはずしなど、パ 
ソコン本体の省電力設定の自動切り替えを伴ラ操作を巧わないで<ださい。行っ 
た場合、データの内容は保証でさません。 

• i . LINK 対応機器とパソコン本体の間でデータ転送している間は、スタンバイまた 
は休止状態にしないでください。データの転送び中断される場合びあります。 





7 i.LINK (IEEE 1394) 巧応機器を接続ずる 


1取り付け 

1 ケーブルのプラグをし LINK コネクタに差し込む 

プラグの向をを確認して差し込んでください。 



2 ケーブルのもう一方のプラグをし LINK 対応機器に差し込む 

2取りはずし 

1 し LINK 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアのま全な取り外し]アイコン （I を） をク 
IJ ックする 

② 表おされたメニューから取りはずす i . LINK 対応機器を選択する 

③ r ま全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （1 x 1) をク U ックする 

* LLINK 対応機器の種類によっては、手順1はお要ありません。 

2 パソコン本体とし LINK 対応機器に差し込んであるケーブルを巧く 

3 lLINK によるネットワーク接続 

システム （0 S ) び Windows XP で i . LINK コネクタびあるパソコン同±を i.LINK 
( IEEE ! 394) ケーフルで接続ずると、2台で通信びできます。ネットヮークの設 
定については、《サイバーサポート》をお認してください。 

1 ケーブルの一方のプラグをパソコン本体の i . LINK コネクタに接続 
ずる 

2 ケーブルのちラー方のプラグを、接続する機器のし LINK コネクタに 
接続ずる 
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8 その他の機器を接続する 


本製品には、ここまで説明してきた他にも、さまざまな機器を接続できます。 


マイク□ホン 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。 

本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

国^ヴウンド機能について『使ってみよラ1章8サウンド機能』 


r 


1使用でをるマイク□ホン 

本製品で使用でをるマイク□ホンは次のとおりです。 




• モノラルマイクのみ使用でをます。 

• プラグは3.巳 mm 0 3極5ニジャックタイプび 
使用でさます。 


3.5 mm 0 2極5ニジャックタイプのマイク□ホン 
でもマイク□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電 
源供給を必要としないマイク□ホンであれば使用で 
さます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び巧 
奨するマイク□ホンを使用してください。 

本製品には、音声認識ソフト 「 LaLaVoice 」 び用意されています。 

[ LaLaVoiceJ について《サイバーサポート》 










その他の機器を接続ずる 


2接続 


1マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



取りはずすとさは、マイク入力端子からマ 
イク□ホンのプラグをあさます。 


胃へツドホン 


i 


へッドホン出力端テに接続します。 

へッドホンのプラグは、直径3.已 mm 0ステレオ S ニジャックタイプを使用してく 
ださい。 

本製品のへッドホン出力端子は 、 LINE OUT 端子を兼ねています。 

^ LINE OUT 端子について「本節©才ーデイオ機器」 




次のような場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合 
びあ0ます。 

-バソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとを 


本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

へッドホンの音量はボリュームダイヤル、または Windows のボリュームコント 
口ールで調節してください。 

ボリュームコントロールは、次のよラに操作して起動します。 

①[スタート]一[すべてのプログラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメン 
卜]一[ボリュームコントロール]をク U ツクする 
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1 接続 


1 へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



取りはずすときは、ヘッドホン出力端子か 
らへッドホンのプラグをあをます。 


良)オーディオ機お 


i 


LINE OUT 端テに、才ーディオ機器を接続できます。 

市販のオーディオケーブルを使用してください。オーディオケーブルのプラグは、 
直径3.已 mm 0ステレオ S ニジャックタイプを使用してください。 

本製品の LINE OUT 端子は、へッドホン出力端子を兼ねていまず。 


^へッ ドホン出力端子について「本節 0へッ ドホン」 


1接続 


1 才ーデイオケーブルのプラグをパソコン本体の LINE OUT 端子に差 
し込む 



取りはずすとさは 、 LINE OUT 端子から 
オーディオケーブルのプラグを巧さます。 


2 オーディオケーブルのちラー方のプラグをオーディオ機器の LINE 
IN 端子に差し込む 


已〇 








9 メモリを増設する 


増設メモ U ス□ットに増設メモ1」を取り付けることびでさます。 

本製品には2つの増設メモ U スロット（ス□ット A とスロット B ) びあり、ス□ッ 
卜 A (下勵はすでに2巳 6 M 巨のメモリび取り付けられています。別売りの増設メ 
モリをスロット B (上段）に取り付けたり、スロット A のメモ U を付け替えること 
びでをます。 

取り付けることのでさるメモリの容量は、2つのス□ットを合わせて最大1 GB まで 
でず。 


A 警告 

• 本文中で説明されている部分しソ外は絶対に分解しないでください。内部には高電 
圧部分が数をくあり、万一独ると、感電ややけどのおそれがありまず。 


A 汪意 

• ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 
でください。シヨート、発煙のおそれがあります。万一、機器内部に入った場合 
は、バッテ U を取りはずし、電源を入れずに、お買い求めの販売店、またはお近 
くの保ずサービスに点検を依頼してください。 

•増設メモ1」の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグ 
を巧き、バッテ1」バックを取りはずしてか5作業を行ってください。電源を入れ 
たまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれがあります。 

• 電源を切った直後はやけどするおそれがありまずので増設メモ U の取り付け/取 
りはずしを行わないでください。電源を切つた後30分な上たつてか6行うこと 
をおすすめします。 


• パソコン本体やメモ U のコネクタに軸らないでください。コネクタにゴミび 
付着すると、メモ U び正常に使用でさなくなります。 

•増設メモ U を強く巧したり、曲げたり、落としたりしないでください。 
•増設メモ IJ は、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびあるち） 
を持つよラにしてください。 

•スタン J (イ/休止状態中に増設メモ U の取り付け/取りはずしを行わないで 
ください。スタンバイ/休止状態び無効になります。また、保存されていな 
いデータは消失します。 

• ネジをゆるめる隐は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 
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増設メモリは、本製品で動作び保証されているをのを使用して<ださい。それしソ外 
のメモ1」を増設ずると、起動しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。 
仕様に合わない増設メモ1」を取り付けるとパソコン本体び起動せず、警告音（ビープ 
音）び鳴ります。ス□ット A びエラーの場合は「ピー-ピッ」と、ス□ット B びエ 
ラーの場合は「ピ ー. ピッ' ピッ」と鳴ります。また、2つのス□ットびエラーの場 
合は、 A 一 B の順に「ピ ー. ピッ.ピ ー. ピッ.ピッ」と鳴ります。 

静電気について .と 一 — — 

増設メモリは、精密な電子部品のため静電気によって致命的損傷を受けることびあり 
ます。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ U を取り付ける 
前に静電気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のちのに軽く指 
を触れるだけで、静電気を防ぐことびでさます。 


1取日付け 

あらかじめ取り付けられているメモリを交換したい場合は、先にメモ U の取りはず 
しを行ってください。 

^「本節2取りはずし」 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

^電源の切りかた『さあ始めよラ]章4電源を切る/入れる』 

2 パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

^バッテ U パックの取りはずし「3章1-©バッテ U パックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ①、カバーをはずす⑤ 

バッテリバックを取りはずしたとさにはずしたネジび、増設メモリス□ット 
の内部に入日ないよラにしてください。 











5 増設メモリを増設メモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固 
定ずるまで増設メモリを倒す② 

パソコンの妻面を表にした状態で、下段びス□ット A 、 上段びス□ット B 
です。 

増設メモリの切れ込みを、増設 
メモリス□ットのコネクタのツ 
メに合わせて、しっかり差し込 
ス□ット A みまず。フックびかかりにくい 
ス□ット日ときは、ペン巧などで広げてく 
ださい。 

このとを、増設メモリの両端 
(切れ込みび入っている部分）を 
持って差し込むよラにしてくだ 
さい。 

6 増設メモリカバーをつけて①、手順4でゆるめたネジ1本をとめる② 

増設メモ U カバーび浮いていないことをお認してください。 




7 バッテリパックを取り付ける 

^バッテリバックの取り付け「3章1-©バッテリバックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモリ容量び自動的に認識されます。総メモリ容 
量び正しいか確認してください。 

国^ メモ1」容量の確認について「本節3 メモリ容量のお語」 
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2 取りはずし 

1 データを保ちし、 Windows を終了させて電源を切る 

国^電源の切りかた『さあ始めよラ]章4電源を切る/入れる』 

2 パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

国^バッテ U バックの取りはずし巧章1-包バッテリパックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ1本をゆるめ、カバーをはずす 

バッテリパックを取りはずしたときにはずしたネジび、増設メモリス□ット 
の内部に入らないよラにしてください。 

5 増設メモリを固定している左ちのフックをペン巧などで開き①、増 
設メモリをパソコン本体か5取りはずす② 

パソコンの裏面を表にした状態で、下段びス□ット A 、 上段びス□ット B 
です。 



増設メモ U カバーび浮いていないことを確認してください。 

7 バッテリパックを取り付ける 

^バッテ U パックの取り付け「3章1-©バッテ U パックを交換する」 


パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容 
量び正しいかお認してください。 



















3 メモリ 容量の確認 

メモ U 容量は「ま芝 P 巳診断ツール」で確認することびでをます。 

【確認方法】 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイ U テイ]一 
[ P 巳診断ツール]をク U ックする 

② [基本情報]タブで[メモリ]の数値をお認する 

國^「ま芝 P 巳診断ツール」について 

『困ったときは1章 3-0 バソコンの情報を見る/状態を診断する」 

メインメモリはビデオ RAM と共用のため、[基本情報]タブで表示されるメモ U 容 
量は、実際の搭載メモ U より少なく表示されます。 


己己 



3 章 

バツテリ駆動 


パソコンをモバイル使用する際に大事な巧在である 
バッテリは、使いかたによっては長持ちさせること 
がでさまず。 

ここでは、充電や充電■の確認、省電力の設定、一 
時的に使用を中断するときの設定など、バッテリ使 
用ずるにあたっての取り扱い方法や各設定について 
説明しています。 


1バッテリについて已8 
2省電力の設定をずる67 
3バソコンの使用を中断ずる/電源を切る68 


1 バツテリについて 


パソコン本体には、バッテ U バックび取り付けられています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ A 巳アダプタを接続しない状態）で使うことび 
でをます。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ A 巳アダプタを接続してバッテリの充電を 
完了（フル充電）させるか、フル充電したバッテリパックを取り付けてください。 

本製品を初めて使用するとさは、バッテ U を充電してから使用してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、バッテリパックを使用するとをの重要事項び 
記述されています。バッテリ駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、 
おず指示を守って< ださい。 


A を険 


バッテ IJ パックは、必ず本製品に付属の製品を使用してくださし)。また、寿命など 
で交}契する場合は、まち$ち正^^ッテ IJ (TOSH 旧 A ッテ U ノくック： PABAS037) 
をお買いホめ<ださい。指定しソ外の製品は、電圧や端テの極性が異なっているこ 
とがあるため义災-破誤-発熱のおそれがありまず。 


么警告 


•別売りのバッテ U バックをお買い上げ後、初めて使用ずる場合にサビ、異臭、発 
熱などの異常があると思われるときは使用しないでください。 

お買い求めの販売店または、お近<の保ずサービスに点検を依頼して<ださい。 


A を意 


パ'ッテ1」バックの充電温度範囲内（已〜3已で）で巧電してください。 

充電温度範囲内で充電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命がお下ずるおそれが 
あります。 

バッテ1」バックの取り付け/取りはずしをずる場合は、必ず電源を切り、電源 
コードのプラグを巧いてか S 作業を行なつてください。スタンバイを実行している 
場合は、バッテリバックの取りはずしをしないでください。データが消失します。 
バッテ1」カバーのネジはおず固定してください。正しく固定されていないと、持 
ち運びのときにバッテ U バックがはずれ、足の上などに落ちて、思わめケガのお 
それがあります。 











•バッテ U 駆動で使用しているときは、バッテ U の残量に十分を意してください。 
バッテ U を使いきってしまうと、スタンバイび効かなくなり、電源び切れて、 
メモ U に記憶されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテI」を使 
いきってしまラと、時刻や日付に誤差び生じます。このよラな場合は、]度 
全バッテ U を充電してください。 

• 電極に手を軸れないでく 
ださい。故障の原因になり 
ます。 



ni バッテリ巧電■を確認する I 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテリの充電量び減って作業を中断したりしないよラ、 
バッテリの充電量をお語しておく必要びありまず。 


1 B 日け sry LED で巧認する ^^^^^^^^ 

A 巳アダプタを使用している場合、 Battery Q LED び点なします。 


•2 

の C 

] 浸 

曰恆 

〇 

〇 C 

} 〇 

〇 


Battery 口に D は次の状態を示しています。 


緑 

ホ帝(=;=1マ 
化巧兀 J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

消な 

-バッテ IJ び接続されていない 
- A 巳アダプタび接続されていない 
-バッテ1」異常 

異常の場合は、購入店またはお近<の保守サービスに連絡し 
て < ださい。 
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バッテ U 駆動で使用しているときにオレンジ色に点滅した場合は、バッテ U の充電 
び必要です。 

国^バッテ U の充電について「本節©バッテリを充電する」 

2通知領域の[まち省電力]アイコンで確認する^^^^^ 

通知領域の[まち省電力]アイコン (鄰) の上にポインタを置くと、バッテリ充 
電量び表示されます。 

このとさバッテ1」充電量しソ外にを、現在使用しているプロファイル名や、使用して 
いる電源の種類び表示されます。 



国^省電力設定について「本章2省電力の設定をする」 

1ヶ月上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用し口（ッテ U 
駆動を行わないと、バッテリ充電量び少しずつ減少します。このよラな状態でバッ 
テ U 充電量び減少、したときは、 Battery □ LED や[ま芝省電力]アイコンで充電 
量の減少び表示されないことびあります。]ヶ月に1度は再充電することを推奨し 
ます。 

国> 再充電について「本節 0-2 バッテ U を長持ちさせるには」 


60 



3 パッテリ巧電 量び 減少したとき 

電源び入っている状態でノ（ッテ U の充電量の減少び進むと、次のよラに警告します。 
• Battery a に□びオレンジ色に点滅する（バッテ U の減少をおしています） 

• バッテ U の アラームび 動作する 

「まち省電力」の[アクション設定]タブの[アラーム設定]で設定すると、バッ 
テ1」の残量び少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動作を行います。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかのち法で対処して < ださい。 
①バソコン本体に A 巳アダプタを接続し、電源を供給する 
③電源を切ってから、フ J レ充電のノ（ッテリパックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテリ減少の警告び起こってち何を対処 
しなかった場合、バソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴ら 
ず、 Ba け ery OLE □でを放電しきったことを知ることはできません。長時間使用 
しなかったとさは、充電してから使用してください。 

時計用バッテリ 

本製品には、取りはずしびでさるバッテ U パックの他に、内蔵時計を動かずための 
時計用ノ くッテリび内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、パソコン本体の電源び入っているとをに行われますので、 
普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning (警告）メッ 
セージび 出ます。 


[ 充電完了までの時間】 


状態 

時計用バッテ U 

電源 ON (Power (!) LED び緑色に点な） 

8時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を巧ることはで 
さません。 









ッテリを巧電する 


充電ち法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテ U パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことび 
あります。バッテリは已〜3已むの室温で充電してください。 


1巧電方法^^^^^^^^^^^^ 

1パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコン 
セントに差し込む 

DC IN ^ LED び緑色に点巧して Battery 口 LED びオレンジ色に点巧す 
ると、充電び開始されまず。 

電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON / OFF にかか 
わらずフル充電になるまで充電されます。 

2 Battery 亡コ LED び緑色になるまで充電する 

バッテリの充電中は Ba け ery G LED びオレンジ色に点灯します。 

D 巳 IN *2 LED び消なしている場合は、電源び供給されていません。 A 巳ア 
ダプタ、電源コードの接続を殖認してください。 

メモ - 

パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 


【充電完了までの時間】 

バッテリパックは消耗品です。バッテ1」充電時間は、パソコン本体の機器構成や動 
作状況、また使用環境によって異なります。 

周囲の温度びおいとを、バッテリパックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を 
取り付けている場合は、この時間よりを長くかかることびあります。 


状態 

充電時間 

電源日 N 

約 3.2 〜日 .2 時間 

電源 OFF 

約2.目時間 


















[ 使用できる時間】 

バッテリパックは消耗品です。バッテリ駆動での使用時間は、バソコン本体の機器 
構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 

次の時間は、充電完了の状態で使用した場合の目安にしてください。 

モバイルインテル® Pentium® 4プ□セツサ -M 搭載モデルの場合 


測定法 

JEtA 測定法 1.0 

駆動時間 

約2.己3時間 


モバイルインテル® Celeron® プ□セツサ搭載モデルの場合 


測定法 

JEtA 測定法 1.0 

TV チューナ内蔵モデル 

約2.0目時間 

フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデル 

約2.日7時間 

[ 使っていないときの充電保持時間】 

パソコン本体を使わないで放置していても、バッテリ充電量は少しずつ減っていを 
ます。バッテ U のな持時間は、放置環境などによって異なります。 

次のイ呆持時間は、フル充電した状態で電源を切った場合の目まにしてください。 

バソコン本体の状態 

保持時間 

電源 OFF または体止状態 

約 2] 曰 

スタンパイ 

約4曰 


"ハツテリ駆動 


スタンバイを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテリ駆 
動時は休止状態にすることをおすすめします。 










2 パッテリを長持ちをせるには 

• A 巳アダプタをコンセントに接続したままでパソコンを8時間じ(上使用しない場 
合は、バッテ U を長持ちさせるためにを AC アダプタをコンセントからはずして 
<ださい。 

•] ヶ月!;!上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体からバッテリパック 
をはずして、風通しの良い涼しい場所にな管してください。 

• 1ヶ月に1度は、 A 巳アダプタをはずし口くッテ U 駆動でバソコンを使用してくだ 
さい。 

その際には、パソコンを使用する前に次のち法で再充電してください。 

1パソコン本体の電源を切る 

2パソコン本体か日 AC アダプタをはずし、パソコンの電源を入れる 

電源び入らない場合は手順4へ進んでください。 

3己分程度バッテリ駆動を行ラ 

この間、 Battery a LED び点滅するか、充電量び少なくなった等の警告 
び表示された場合は、すぐに AC アダプタを接続し、手順4へ進みます。 

4パソコン本体に AC アダプタを接続し、霞原〕ードを〕ンセントにつなぐ 

D 巳 IN *2 LED び緑色に点なして Battery 口 LED びオレンジ色に点灯す 
ると、充電び開始されます。 

5 Battery 亡コ LED が緑色になるまで充電する 

バッテリの充電中は Battery a LED びオレンジ色に点灯します。 

D 巳 IN *2 LED び消灯している場合は、 a 電していません。 A 巳アダプタ、 
電源コードの接続をお認してください。 

【バッテリを節約ずる】 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用するには、次のち法びあ 
0ます。 


• こまめに休止状態にする国^「本章 3-0 休止状態」 

•入力しないとをは、ディスプレイを閉じてお< 

^「本章3-©簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

• 省電力のプ□ファイルに設定する^「本章2省電力の設ををする」 


已4 


リパックを交換する 


バッテリバックの交換ち法を説明します。 

バッテリパックの取り付け/取りはずしのとをには、必ず電源を切り、電源コード 
のプラグを抜いてから作業を行ってください。 


取りはずし/取り付け 

1 データを保ちし、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『さあ始めよラ1章4電源を切る/入れる』 

2 パソコン本体から AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 

4バッテリカバーの ネジ1本をはずし①、 カバー をはずす② 

はずしたネジびパソコン本体の内部に入らないよラにしてください。また、 
ネジをなくさないよラにしてください。 



上げ①、バッテリパックを取りはずす② 




"ハツテリ駆動 







6 リリースシートの端が出た状態で、交換するバッテリパックを斜め 
に挿入し、静かに差し込む 



7 バッテリカパーのち起部分とパソコン本体のくぼみを合わせながら 
①、バッテリカバーを取り付ける② 

リリースシートは、バッテ U カバー内に収納してください。 



8 バッテリカバーをち ヘス ライドし①、手順4ではずしたネジ1本を 
とめる② 

バッテ U カバーはをちんと端までスライドしてください。 















2 省電力の設定をずる 



バッテ U 駆動で J くソコンを使用しているとさに、消費電力を減らす設定をする 
(ディスプレイの明るさを抑えるなど）と、より長い時間使用でをます。 

省電力の設定をまとめたをのをプ□ファイルといいます。使用環境ごとに設定され 
たプ□ファイルびあらかじめ用意されていますので、使用環境にあわせてプ□ファ 
イルを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源設をを変更でをます。プ□ファイ 
ルの設定を変更したり、新しくプ□ファイルを追加することちでさます。 


省電力の設定は「まち省電力」から行います。 

A 巳アダプタを接続して使ラ場合には、特に設定する必要はありませんび、ディスプ 
レイの明るさなどはお好みにあわせて設定してください。 

1まミ省電力の起動方法 

1[コント□-ルパネル]を開き、[巧パフォーマンスとメンテナン 
ス]をク U ックする 

2 [邻東芝省電力]をクリックする 

[ま芝省電力のプ□パティ]画面び表示されます。 


(表示例） 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

ヘルプの起動方ま 


1「東ち省電力 J を起動後、画面ち上の0をクリックずる 

ポインタび[ミブに変わります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 

ヘルプの該当ずるページび表示されます。 

G7^^m 


まち省電力 
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3 パソコンの使用を中断ずる/ las を切る 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止状態にすると、 
パソコンの使用を中断したとさの状態び保存されます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの 
使用を中断した時の状態び再現されます。 

操作にあたつて 圓 一一 一 — 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを巧奨します。 
•スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、シス 
テムび起動しないことびあります。 

-スタンバイ中にメモ U を抜さ差しすること 
■スタンバイ中にバッテリバックをはずすこと 

また、スタンバイ中にバッテリ残量び減少した場合を同様に、次回起動時にシス 
テムび起動しないことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒上巧していったん電源を 
切った後、再度電源を入れてください。この場合、スタンバイ前の状態は保持で 
きていません （ResumeFailure で起動します）。 

• スタンバイ中や休止状態では、バッテ U や増設メモリの取り付け/取りはずしは 
行わないでください。保存されていないデータは消失します。また、感電、故障の 
おそれびありまず。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しない場合は、データを保存し、アプ U ケーシヨ 
ンをすべて終了させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消 
失します。 

•パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場合、スタンバイを使用しないで、必ず 
電源を切ってください。スタンバイ状態のまま持ち込むと、パソコンの電波によ 
り、計器や医療機器に影響を与える場合びあります。 

• スタンバイまたは休止状態を実行ずる場合は、 DVD-RAM メディアへの書き込み 
び完全に終了していることをお認してください。書き込み途中のデータびある状 
態でスタン J くイまたは休止状態を実行した場合、データび正しく書を込まれない 
ことびあります。 DVD-RAM メディアを取り出しできる状態になっていれば書き 
込みは終了しています。 






ンの使用を中断する/電源を切る 


メモ 


メモ1」ースティックを使用しているとさにスタンバイび実行された場合、電源 
スイッチを押してから状態を再現するまでにみし時間びかかることびあります。 
故障ではありませんのであらかじめご了承ください。 


K1 


スタンパイ 


r 


作業を中断したとさの状態をメモ iJ に保存する機能です。次に電源スイッチを巧す 
と、状態を再現することびでさます。 

スタンバイはすばやく状態び再現されますび、休止状態よりバッテ U を消耗します。 
バッテリを使い切ってしまうとな存されていないデータは消失するので、 AC アダプ 
夕を取り付けて使用ずることを巧奨します。 


1スタンバイの実行方法 

【方ま！一[スタート]メニューか5実行する】 

1 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 


すべてのブ D クラムが> 



2 [スタンバイ]をクリックする 


コンビュータの電源を切る 



画 國 


スタン/*を）がそ切るの） 賄曲也> 


メモ U へのな存び終わると、画面び真っ暗になります。 

3 Power (!) LED がオレンジ点滅しているか確認する 


"ハツテリ駆動 



















【方法 2- @ + @ キーを 使ラ】 


1 @ + キーを f 甲す 

2 [はい]ボタンをクリックする 



[今を、このメッセージを表示し 
ない]をチェック （17 ) して 
[はい]ボタンをク U ックすると、 
次回からこの画面は表示されませ 
Aj 。 


3 Power Cl ) LED がオレンジ点滅しているか確認する 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとをの状態をノ V — ドディスクに保存します。次に電源を 
入れると、状態を再現でをます。 

購入時の設定では、バッテ U び消耗ずると、パソコン本体は自動的に休止状態にな 
ります。休止状態び無効の場合はそのまま電源び切れるため、作業中のデータび消 
失するおそれびあります。バッテ U 駆動 （ A 巳アダプタを接続しない状態）で使用す 
る場合は、イ木止状態の設定をすることを推奨します。 

購入時は、休止状態び有効に設定されています。 


1化止状態の実行方法 

【方法！一[スタート]メニューか日実行する】 

1 休止状態を有効に設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をク 
リックする 

② [電源オプシヨン]をク U ックする 

③ [化止状態]タブで[休止状態をち効にする]をチェックする 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 
体止状態び有効になりまず。 
















ンの使用を中断する/電源を切る 


2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 



② 

① 


3 を hif £) キーを巧したまま[休止状態]をクリックする 

を而〇キーを押している間は、[スタンバイ]び[休止状態]にをわります。 



Power む LED び点灯中は、バッテリパックを取りはずさないでください。 

[ 方法 2- @ + @ キーを 使う】 

1 休止状態を有効に設定する 

① [コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
IJ ックずる 

② [電源オプション]をク U ックする 

③ [休止状態]タブで[休止状態を有効にする]をチェックする 

④ [0 ロボタンをク U ックする 
休止状態びち効になります。 

2 キーを f 甲す 

3 [はい]ボタンをクリックする 


Power む LED び点灯中は、バッテリパックを取りはずさないでください。 



[今後、このメッセージを表示し 
ない]をチェック（[^ ) して 
[はい]ボタンをクリックすると、 
次回からこの画面は表示されませ 
ん。 


"ハツテリ駆動 




























簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


r 



L. 


[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを押したとをやディスプレイを 
閉じたとさに、電源を切る（電源オフ）、またはスタンバイ/休止状態にすることび 
でをます。 

休止状態にするには、あらかじめ設をび必要です。購入時は、休止状態びち効に設 
定されていまず。解除した場合は、「本節 0-1 休止状態の実行ち法」手順]を参照 
して、設定しておいてください。 


1電源スイッチを巧す 

1電源スイッチを f 甲したときの動作を設定する 

① [コント□-ルバネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
リックする 

② [まち省電力]をク U ックする 

③ [アクション設定]タブの[電源ボタンを押したとき]で[入力をホめ 
る][スタンバイ][休止状態][シャットダウン]のいずれかを選択する 
[何をしない]に設定すると、特にを化はありません。 

④ [OK] ボタンをク U ックする 

2電源スイッチを巧す 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順1の③で[入力をホめる]を還択したときは、[コンピュータの電源を 
切る]画面び表示されまず。 




2 ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]のうち、あらかじめ 
設定した状態へ移行ずる機能を、パネルスイッチ機能といいます。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
IJ ックする 

② [また省電力]をクリックする 

③ [アクション設を]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバ 
イ][休止状態]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設をすると、バネルスイッチ機能は働さません。 

④ [0K] ボタンをクリックする 

2ディスプレイを閉じる 

設定した状態へ移行します。 

[スタンバイ][体止状態]に設をした場合は、次にディスプレイを開くと、 
自動的にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 


バツテリ駆動 
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4 章 

アプ U ケーシヨンについて 

アプリケーシヨンについて知っておきたいことを説 
明しています。 


1アプリケーシヨンを追加（インス!ル）ずる 76 
2アプリケーシヨンを削除（アンインス! -- ル）ずる 77 



1 アプリケーシヨンを追加 (インスト—ル) する 


インス!''ールとは、必要なファイルなどをバソコンに組み込んで、アプリケーシヨ 
ンを使えるよラにすることです。 

新規に購入したアプ1」ケーシヨンを使ラとさに必要な作業です。 

また、購入時にすでにインストール済みであることをプレインストールといいます。 




アプリケーションの追加や削除を行ラ前に、必ずデータを保存し、その他のア 
プ U ケーシヨンを終了させてください。終了せずに、追加や削除を行うと、 
データび消失するおそれびあります。 


アプリケーションのインス!ルは、コンピュータの管理をアカウントで行います。 
[プ□グラムの追加と削除]からアプリケーションをインストールするち法を説明し 
ます。 

手動で[プログラムの追加と削除]を実行しなくても、 CD - ROM などを巧入したと 
さに自動的にインストールのプ□グラムび起動する場合をあります。その場合は表 
おされるメッセージに従って操作してください。 

1操作手順 

1 インス!-ールしたいアプリケーションのフ□ッピーディスクまたは 
CD - ROM などをセットする 

2 [コント□-ルパネル]を開き、[を)プ□グラムの追加と削除]を 
クリックずる 

3 [プ□グラムの追力日]ボタン（を）をクリックする 

4 [ CD またはフ□ッピー]ボタンをクリックする 



この後の作業はアプリケーションによって異なります。表示されるメッセー 
ジに従って操作してください。 
















2 アプリケーンョンを削除 (ァンィンストル) する 

アプ U ケーションを削除することを、アンインストールといいます。 

本製品にプレインス I ルされているアプリケーションは、いったん削除した場合 
でもアプリケーション DVD - ROM から、再インストールして使用することびでを 
ます。 

国^再インストールについて 

『困ったとさは4章3アプリケーションを再インストールする』 
アプリケーションを削除するち法を説明します。 

アプリケーションの削除は、コンピュータの管理者アカウントで行います。 

アプ U ケーションの削除は、本当に削除してよいか、よく確認してから行ってくだ 
さい。 

メモ - 

アプ U ケーションによっては、アンインス I ''ールするためのユーティ1」ティ 
(アンインス!ラ）び用意されていまず。削除したいアプ U ケーションび一 
覧にないとさは、アンインストーラを使用して削除でさる場合びあります。詳 
しくは、アプ U ケーシヨンのヘルプや『アプリケーションに付属の説明書』を 
確認してください。 


1操作手順 

1[コント□-ルパネル]を開き、[去）プ□グラムの追加と削除]を 
クリックする 

2現在インス I ルされているプ□グラムの一覧か 5 削除したいアプ 
リケーシヨンをクリックする 

3梢! J 除]または[変更と削除]ボタンをクリックする 



表示されるメッセージに従って操作してください。 


アプリケ—ションについて 
















曰章 

システム環境の変更 


本製品を使用ずるときの、システム上のさまざまな 
環境を設定する方法について説明しています。 


1システム環境の変更とは日0 
2ま泛 HW セットアップを使う 81 
3パスワードセキュリティ 89 
4 BIOS セットアップを使う 93 



1 システム擇境の変更とは 

本製品は、次のよラなパソコンのシステム環境を変更でをます。 

•八ードウ:！;ア環境（パソコン本体）の設定 
• パスワードセキュ U ティの設を 
• 起動ち法の設定 
• 省電力の設定 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティリティで変更するか、または 
BIOS セットアップで変更するか、2つのち法びあります。 

Windows 上のユーティリティには、「ま芝省電力」、「ま芝 HW セットアップ」など 
びあります。 

国^ま芝省電力について「3章2省電力の設定をする」 

通常は、 Windows 上の ユーテ ィリ ティ で変更す る ことを巧奨します。 

BIOS セットアップと Windows 上のユーティ U ティで設定び異なる場合、 

Windows の設定び優先されます。 
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2 ま芝 HW セットアップを巧う 

「ま SHW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウェアの設定を変更でき 
よ当。 

パスワード、パソコンの起動などのさまざまな項目について設定びでさます。 
複数のユーヴで使用ずる場合を、設定内容は全ユーヴで共通になります。 

1起動方法 

1[コント□-ルパネル]を開き、 [ ir プリンタとその他のハード 
ウェア]をク U ックする 

2 [錢東芝 HW セットアップ]をクリックずる 

2使用方法 

■ [全般]タブ ■ 

BIOS セットアップのノ（ージョンと日付などを表示します。 

画面はモバイルインテル® Pentium ®4 
プ□セッヴ - M 搭載モデルの表示例です。 


[ 標準設定】 

このボタンをクリックすると、「まち HW セットアッ刀の[パスワード]タブ(外 
のタブの項目をご購入時の設を状態に戻します。 

【 バージヨン 情報】 

このボタンをクリックすると、「ま芝 HW セットアッスのバージョン情報を表示し 
まず。 



システム環境の変更 
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■ [パスワード]タブ ■ 

パソコンの電源を入れたとさに入力するパスワードの登録や削除を行います。 
国^パスワードについて「本章3パスワードセキュリティ」 



■ [デバイスの設定]タブ ■ 

1 てソコンび起動したとさに BIOS セットアツプび初期化するデノ（イスを指をします。 



【デバイスの設定】 

• 全デバイス設定 

システムび起動したとさに BIOS び初期化するデバイスを指定します。 

• 0 S による設定（標準値） 

0 S を□ー ドするのに必要なデバイスのみ初期化します。それ Li (外のデバイスは 
0 S び初期化します。 a 常はこちらに設ちします。 

■ [プリンタ]タブ ■ 

プリンタなど、パラレルポートに接続する機器の設定をします。使用するプ U ンタ、 
またはその他の機器にあわせて設定してください。 
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【プリ ンタポートモー ド】 

• ECP (標準値） 

ECP 対応に設ちします。大半のプ U ンタでは ECP に設定します。 

• 双方向 

双ち向に設定します。一部のプリンタ、またはプリンタしソ外のパラレルインタ 
フェース機器を使用するのに設ちします。 

国^プリンタの設定「2章日プリンタを接続する」 

■ [ディスプレイ]タブ ■ 

起動時の Windows □ゴを表おする表示装置を選択します。 



【起動時の表示装置】 

• 自動選択（標準値） 

システム起動時に、外部ディスプレイび接続されている場合は、外部ディスプレ 
イだけに表示します。システム起動時に、外部ディスプレイび接続されていない 
場合は、内部液晶ディスプレイだけに表示します。 

• 内部 LCD/ アナ □ グ RGB 同時表お 

システム起動時に、外部ディスプレイ（アナ□グ RGB ) び接続されている場合は、 
内部液晶ディスプレイと外部ディスプレイの両方に表示します。 

图^外部ディスプレイの接続「2章已外部ディスプレイを接続する」 

Windows 起動後は、前回電源を切る前の表示装置び存在すればその表示装置に表示 
します。前回電源を切る前の表示装置び存在しない場合は内部液晶ディスプレイに 
表示されます。 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると内部 
液晶ディスプレイにのみ表示されます。 


システム環境の変更 
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■ [ CPU ] タブ ■ 

モバイルインテル® Pentium ®4 プ□セツサ - M 搭載モデルのみ表示されます。 
巳 PU に関する設定をします。 



【 CPU 周波数の設定】 

•ダイナ S ック切替モード（標準値） 

CPU の消費電力■周波数切り替え機能をち効にし、「まち省電力」で CPU 周波数 
を設定します。 

• 常時高連モード 

CPU の消費電力-周波数切り替え機能を無効にし、常に CPU を加ました状態に 
します。 

• 常時標準モード 

CPU の消費電力-周波数切り替え機能を無効にし、 CPU を通常の状態で使用し 
まず。 


■ [0 S の起動]タブ ■ 

0 S の起動に関する設定をします。 



【 OS の起動】 

システムを起動する装置の優先順位を設定します。 

通常は [ HDD - FDD ^ CD - ROM - LAN ] に設定してください。 

【 HDD の起動】 

八ードディスクドライブを複数使用する場合に、システムを起動する順まを設をし 
ます。 

• Built-in HDD 一 PC Card (標準値） 

パソコン本体の八ードディスクー PC Card タイプの八ードディスクの順で起動し 
ます。 

• PC Card 一 Built-in HDD 

PC Card タイプの八ードディスク-►パソコン本体の八ードディスクの順で起動し 
ます。 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると 
Built-in HDD び優先されます。 

【ネッ トワークブー トプ □ トコ ル】 

ネットワークからの起動について設定します。 

• PXE (標準値） 

PXE プ□トコルに設定します。 

• RPL 

RPL ：7 n トコルに設定します。 


■ [キーボード]タブ ■ 



システム環境の変更 


【キーボードによるスタンバイ復帰】 

この機能を有効にすると、スタンバイ時にどれかキーを押して復帰させることがで 
さます。 
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■ [ USB ] タブ ■ 

USB 対応機器に関する設定をします。 



ま P nVhy グ叫化がを.ぷク ゲ C7V< CPU 

OWW ♦-«：.- 卜 - が LAN «•>>*»« 

•4 r ぶ6»'ょけで " U 。 レ巧シ •—* nS - けけ)が*# 


@11化れ 

广 ■化:<6 

•••actt 

'- ■，んれ 


【 USB キ ーボー ド/マウスレガシーヴポート】 

US 目キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

• 有効にずる（標準値） 

レガシーサポートを行います。ドライバなしで US 目キーボード、 US 目マウスが 
使用可能になります。通常はこちらに設定します。 

• 無効にずる 

レガシーヴ ポー トを行いません。 

【 USB フ □ッ ピーディスクレガシーヴポート】 

字 TV チューナ内蔵モデルのみ 

US 目フ□ッピーディスクドライブのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 
• 有効にずる（標準値） 

レガシーサポートを行います。フ□ッピーディスクから起動する場合は、こちら 
に設定します。 

• 無効にずる 

レガシーヴ ポー トを行いません。 


■ [ LAN ] タブ ■ 

LAN 機能に関する設定をします。 



ま P / I ブト r そ-"•ィな*»宝 7,パ そ.の W CPU 

♦イ小 US 8 け" •14»ミ 


け巧しけ， 


拥マ i 
l *». か、 
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2 東忌 HW セットアップを使ラ 


【内蔵 LAN 】 

内蔵 LAN を使用するかどラかを設定します。 

■ [ボタン設定]タブ ■ 

電源スイッチのランプやパソコン起動時に表示されるロゴのパターンに関する設定 
を行います。 



【パワーボタンランプ】 

電源スイッチのランプの光りかたのバターンを設定します。 


状態 

電源日 N 

スタンバイ 

電源オフ/休止状態 

お効 

常に消な 

モード！（標準値） 

青色に点灯 

黄色に点灯 

オレンジ色に点な 

モード2 

青色に点灯 

緑色とオレンジ色 
が交互に点滅 

緑色と青色が交互に 
点滅 

モード3 

緑色-^オレンジ色 
^青色の順に点滅 

黄色に点灯 

オレンジ色に点な 


なお、 AC アダプタとバッテ U パックを取りはずすと、いったん設定びモード1 ( 標 
準値）に戻ります。その後パソコン本体の電源を入れると、 AC アダプタとバッテ U 
パックを取りはずす前の設定に戻ります。 
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【サウンド□ゴ】 

パソコンを起動したとさに音を鳴らすかどラかを設定します。 

•有効にずる（標準値） 

音を鳴らします。 

• 無効にずる 

音を鳴らしません。 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると音は 
鳴りません。 

【起動時□ゴ】 

パソコン起動時に表示される□ゴのパターンを設をします。 

• アニメーション（標準値） 

パソコン 起動時に アニメーション □ゴを表示します。 

• ピクチャ 

パソコン起動時にピクチャ（静止画）□ゴを表おします。 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動するとピク 
チャ（静止画）ロゴび表示されます。 

I ヘルプの起動方法 _ 

1 r 東芝 HW セットアップ」を起動後、画面ち上の百をクリックする 

ポインタびが？にをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 
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3 パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを登録でさます。パスワードには大さく分けて次の吕種類 
びあ0ます。 

• Windows の□グオンバスワード 

Windows にログオンずるときに使用します。また、インスタントセキュ U ティ 
状態やノ f スワード保護の設定をしたスク U -ンセ ー J (を解除するときにを使用し 
ます。 

国^ ログオンパスワード 

『さあ始めよう6章1 Windows □グオンバスワード』 

^インスタントセキュ U ティ機能 

『使ってみよう1章3-包-@キーを使った特殊機能キー』 

• ユーヴバスワード 

電源を入れたとを、またはスタンバイ状態や休止状態から復帰するとをに使用し 
ます。 

ここでは、 r ま芝 HW セットアップ」を使ってユーヴパスワードを登録するち法につ 
いて説明します。 

キーフ□ッピーディスク *1 を作成したい場合は、 BIOS セットアップで登録してく 
ださい。 

* 1ユーヴパスワードを忘れてしまった場合に使用します。 

国^キーフ□ッピーディスクの作成 

「本章 4-©-4 - キーフ □ッ ピーデ ィスクの作成」 

メモ -1 

パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてお 
いて < ださい。 
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システム環境の変更 








1 登録 

ユーヴパスワードの登録は、「ま芝 HW セットアップ」を使用することをおすすめし 
ます。キーフ□ッピーディスクを作成したい場合は、 BIOS セットアップで登録して 
ください。 

1 r 東芝 HW セットアップ J を起動する 

2 [パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[登録]をチェックする 

3 [ユーザパスワード]画面の[パスワードの入力]にパスワードを入 
力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

バスワードは10文字しソ内で入力できます。パスワードに使用でをる文字は 
次のとおりです。 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確 
語でさません。よくお認してから入力してください。 

アルファべットの大文字とル文字は区別されません。 


使用でさるで字 

アルファベット（半角） 

ABCDEF 白 HI」KLMN 
OP 日 RSTUVWXYZ 

数字（半角） 

日] 234己目78白 

記号の一部（半角） 

-!©<>：：,. (スペース） 

使用できない夕字 

-全角文字 （2 バイトで字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角）、ひ日びな、 

日本語入カシステムび供給する記号など 
-記号の一部（半角） 

【例】1 (バーチカルライン）、（アンダーバー）、 

¥ (エン）など 


4 [パスワードの確認]画面の[パスワードの確副に同じパスワード 
を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

5 表示されるメッセージを確認し、 [0 ロボタンをクリックする 

2削除 

1 r 東芝 HW セットアップ J を起動する 
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2 [パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[未登録]をチェック 
ずる 

3 [ユーザパスワード]画面の[パスワードの入力]にパスワードを入 
力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 

4 表示されるメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

手順3でノ くスワードの入カエラーび3回続いた場合は、ノなワード削除の 
操作びでさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、を 
ラ1度設定を行ってください。 

3をち 

ユーヴパスワードを削除してから、登録を行ってください。 


—ザパスワードの入力 


ユーヴパスワードび登録されている場合、電源を入れると rPassword = J と表示さ 
れます。 

この場合は、次のよラにするとバソコン本体び起動しまず。 

1 登録したとおりに/(スワードを入力し、 后而品] キーを巧す 

Arrow Mode 回 1_ ED、Numeric Mode 田 1_ ED は、ユーヴバスワードを 
登録したとさと同じ状態にしてください。 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 
電源を入れ直してください。 

ユーザ パ スワードをちれてしまつた 場合 

キーフ□ッピーディスクを使用して、登録したユーヴパスワードの解除と再登録び 
でさます。また、再登録したユーヴバスワードのキーフ□ッピーディスクを作成で 
さます。 

キーフ□ッピーディスクの作成ち法と使いかたについては、「本章4-包 -4 
PASSWORD 」 を確認、して<ださし、。 

キーフ□ッピーディスクを作成していなかったとさにユーヴ ;I f スワードを忘れてし 
まった場合は、近くのな守サービスに相談してください。ユーヴパスワードの解除 
を保守サービスに依頼する場合は、ち償です。またそのとを、身分証明書（お客様 
自身をお認でさる物）の提示び必要となります。 
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[ a ) スーパーバイザパスワード 


r 


L 


「スーパーバイヴパスワード設定ツール」で、 Windows 上からスーパーバイヴパス 
ワードの設定や設定の変更ができます。なお、目 I 日 S セットアップでは設定できま 
せん。 



1[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2 rc：¥Progrann Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool 
¥SVPW32.exeJ と入力する 

3 [OK] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「 README . HTM 」 を参照してください。 

FREADME.HTMJ の起動方法 

1[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2 rc：¥Progrann Files¥Toshiba¥Windows Utilities¥SVPWTool 
¥README.HTMJ と入力する 

3 [OK] ボタンをクリックする 


白2 









4 BIOS セットアップを巧う 


BIOS セットアップとは、バソコンのシステム構成をバソコン本体から設定するプロ 
グラムのことです。 

次のよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
•セキュリティの設定 •起動ち法の設定 •省電力の設定 

BIOS セットアップをほ用する前のを 意 

•通常、システム構成のを要は Windows 上の「ま芝 HW セットアップ」、「ま芝省 
電力」、「デバイスマネージャ」などで行ってください。 

BIOS セットアップと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の設定び優 
先されます。 

•使用しているシステムによっては、システム構成を変更しても、変更び反映され 
ない場合びありまず。 

• BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってち消えません。しかし、内蔵 
バッテリ（時計用バッテ U ) び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 




n 起動と終了 


1起動 

1 ds キーを巧しながら電源を入れる 

「Password =」と表示された場合は、登録したユーヴパスワードを入力し、 
をな品) キ-を押してください。 

国^ユーヴパスワードについて「本章3パスワードセキュリティ」 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

2 f でキーを f 甲す 

BIOS セットアップび起動します。 












2 按了 

変更した内容を有効にして終了します。 

1@+〇キーを f 甲す 

本製品では、@+0び (1 因)キーの機能を持ちます。 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを 巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

変更した項目によっては、再起動されます。 

I 途中で挺了する方ま _ 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設定を中止する場合に行います。この 
場合は変更した内容はすべて無効になります。設を値は変更前の状態のままです。 

1 ds キーを f 甲ず 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを 巧す 

BIOS セットアツプび終了します。 


3昼本操作 

基本操作はなのとおりです。 


変更したい項目を選択ずる 

Qj 

画面中で反転している部分が現在変更できる項目です。 

項目の内容を変更ずる 

fSpace ) または(目 ackSpacel 

画面を切り替える 

@+© または @+© 

本製品では、〔を)び PiO のキー、 fni + m び 
〔 PgUp ) キーの機能を持ちます。 

なの画面または前の画面に切り替わります。 

設定内容を標準値にする 

励+扫 

本製品では、@+©び pome ) キーの機能を持ちまず。 
次の項目は、この操作をしてち変更されません。 

• PASSWORD •Hard Disk Mode •Write Policy 






4 BIOS セットアップを使う 


PC カードタイプのハードディスクからシステムを起動させた場合のみ表示されます。 
FLOPPY DISK I/O は、フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ表示されます。 
USB-FDD Legacy Emulation は、 TV チューナ内蔵モデルのみ表示されます。 


(注）画面は標準設定値の表示例です。 

目已 ^^ H 


* 1モパイルインテル® Pentium®4 プ□セツヴ -M 搭載モデルのみ表示されます。 

字2 Panel Power On/Off は、 「Power-up Mode」 び 「Boot」 のときは表示されません。 


I- CONF に URATION 

—^ Device Config. = •■•け. 


SYSTEM SETUP (2/2) ACN BIOS version = X. : 

- 11 - PC CARD - 

Controller Mode = A 山 o-Selected 


- DRIVES I/O - 

Built-in HDD 

=Primary IDE(1F0H/IRQ14) 
CD-ROM = Secondary IDE(170H/IRQ15) 
PC Card *3 = Other(190H/IRQ3) 


- FLOPPY DISK l/0*4 —— 

Floppy Disk = (3F2H/IRQ6/CH2) 




- PERIPHERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 

Parallel Port Mode = ECP 

Hard Disk Mode = Enhanced IDE(Normal) 


- LEGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 


USB-FDD Legacy Emulation か 













トアップの画面 


BIOS セットアップには次の2つの画面びあります。 


3 4已 


システム環境の変更 


⑥ ⑥ 



























カーソルび移動しない項目は、変更でをません（参照のみ)。 
ここでは、標準設を値を「標準値」と記述します。 

1 MEMORY —メモ U 容量を表示する^^^ 

【 Total 】 

本体に取り付けられているメモリの総メモ U 容量び表示されまず。 


2 SYSTEM DATE / TIME - 日付と時刻の設定をする 

曰付と時刻の設定は ( Space ) または ( Backspace ) キーで行います。 
月と曰と年、時と分と砂の切り替えは、 CD ® キーで行いまず。 

【 Date 】 

曰付を設ちします。 

【 Time 】 

時刻を設ちします。 


3 BATTERY —パツテリで長くほ用するための設定をする 

【 Battery Save Mode 】 

バツテリセーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開きます。 

[User Setting ] を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 


「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のように表示されます。 


- •Full Power (標準値)一 

Processina Speed = Hiah 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 30Min. 

HDD Auto Off =30Min. 

System Auto Off = Disabled 
LCD Brightness = Super-Bright 


—— •User Setting (設定例）- 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 

HDD Auto Off =03Min. 

System Auto Off = 30Min. 

LCD Brightness = Semi-Bright 


Cooling Method = Maximum Performance Cooling Method = Battery Optimized Cooling Method = Battery Optimized 


- •Low Power — 

Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
Display Auto Off = 03Min. 
HDD Auto Off =03Min. 
System Auto Off = 30Min. 
LCD Brightness = Bright 


(注） System Auto Off (システム自動停止時間）は、 「Power-up Mode」 が 「Boot」 のときは表 
示されません。 

また LCD Brightness (S. AC アダプタを接続している場含の表示内容です。 
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4 BIOS セットアップを使う 


「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウを閉じるには、キーをホ甲して逞 
択項目をに 001 in 目 Method 」 の外に移動します。 

次に 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使用ずるアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要びあります。 


' High . 処理速度を高速に設をする 

' Low . 処理速度を低连に設をする 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとを、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くな 
ることびあります。その場合は 「 Disable 山に設をしてください。 


' Enabled . 電力消費を低減する 

' Disabled . 電力消費を低減しない 


• Display Auto Off (表示自動停止時間） 

時間を設定すると、設定した時間しソ上キーを押さない場合（マウスやタッチパッ 
ドの操作も含む）にディスプレイを消なして節電します。 

画面に表示されている内容び見えなくなりますび、これは故障ではありません。 
画面に表示するには、 盾行お] キーを押すか、マウス、タッチパッドを操作してくだ 
さい。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は「01 Min 」 〜 「30 Min 」 から逞択します。 

• HDD Auto Off (HDD 自動停止時間） 

設定した時間!;!上八ードディスクの読み書きをしない場合に、八ードディスクの 
回転を止めて節電しまず。 

自動停止時間の設定は「01 Min 」 〜 「30 Min 」 から逞択します。八ードディス 
クドライブを保護するため、 「 Disabled 」 は設定でさません。 

• System Auto Off (システム自動停止時間） 

時間を設をすると、設をした時間しソ上システムを使用しない場合に、システムを 
止めて節電します。 

[ Power-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

- Disabled . 自動停止機能を使用しない 

自動停止時間の設定は 「 lOMin 」 〜「已 OMin 」 から選択します。 



システム環境の変更 








• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . 低輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定ずる 

• Coolin 呂 Method に PU 熱制御ち式） 

CPU の熱を冷ます方式を選択します。 

CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Maximum Perfomnance ... CPU 温度が上昇したときに、本体内にあるフアンを 


高速回転させて CPU に風を送り、冷やします。 

* Performance . CPU が局温[しなったとき[し、本体内 I しあるファンが 

作動し CPU に風を送り、冷します。 

- Battery Optimized . CPU が高温になったときに、 CPU の処理速度を 

「 Low 」 にして温度を下げます。 「 Low 」 にしても、 
温度が上がる場合はファンを作動させます。 


4 PASSWORD —ユーザパスワードの登録/削除をする 

パスワードの入カエラーび3回続いた場合は、しソ後パスワードの項目にカーソルび 
移動でをな<なります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、再度登録を 
行ってください。 

【 Not Registered 】 

ユーヴパスワードび登録されていないときに表示されます（標準値)。 

【 Registered 】 

ユーヴパスワードび登録されているときに表示されます。 

■ ユーザパスワードの登録 ■ 

ユーヴパスワードの登録は「ま芝 HW セットアップ」で行ラことを巧奨します。 
國少東芝 HW セットアップでのパスワード設定「本章 3-0-1 登録」 
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4 BIOS セットアップを使う 


■ キーフ□ッピーディスクの作成 ■ 

キーフ□ッピーディスクとは、 ューヴ J f スワードを忘れた場合に使用するフ□ッ 
ピーディスクのことです。 BIOS セットアップで作成してください。 

キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フォーマット済みの 2 DD (720 KB ) 
または 2 HD (1.44 MB ) フ□ッピーディスクとフ□ッピーディスクドライブびお 
要です。あらかじめ用意して<ださい。 

キーフ□ッピーディスクを作成すると、そのフ□ッピーディスクにイ呆存されていた 
内容はすべて消去されます。フロッピーディスクの内容をよく確認してから、使用 
して < ださい。 

次のよラに操作して、キーフ□ッピーディスクを作成します。 

1 BIOS セットアップを起動する 

2力ーソルパーを 「PASSWORDJ の [Not Registered ] に合ね 
せ、 〔 Space ) または 〔 Backspace ) キーを巧す 

J てスワード入力画面び表示されます。 

ユーヴバスワードび登録されている場合は、 「 PASSWORD 」 に 
「 Registered 」 と表示されます。その場合は、ユーヴパスワードを削除して 
から、登録してください。 

国^ユーヴパスワードの削除ち法「本項4-ユーヴパスワードの削除」 

3パスワードを入力ずる 

J てスワードは] 0文きじ(内で入力できます 。 J f スワードに使用でをる文字 
は、 r まち HW セットアッスの場合と同様です。 

图^ま芝 HW セットアップからのパスワードき録「本章 3-0-1 登録」 

パスワードは]文字ごとに*び表示されますので、画面でお認でをません。 
よくお認してから入力してください。 

4 〔 Enter ) キーを巧す 

1回目のパスワードび確認され、パスワードの再入力画面び表示されます。 

5吕回目のパスワードを入力する 

J てスワードは手順3と同じパスワードを入力してください。 
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〔 Enter ) キーを 巧ず 

パスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと 
異なる場合は、再度パスワードの入力画面び表示されます。手順3からや 
り直してください。 

ユーザ/(スワードの登録が終了した日、@ + 0キーを f 甲す 

本製品では、 ®+0 び d 日をキーの機能を持ちます。 

次のよラなメッセージび表示されます。 

Are you sure ? ( Y / N ) 

The changes you made will cause the system to reboot . 
Insert password service disk if necessary . 


キーフ□ッピーディスクを作成する場合は、フ□ッピーディスクを 
セットしてを)キーを押す 

作成しないでそのまま終了する場合はフロッピーディスクをセットせずに 
® キーを押します。 

BIOS セットアップの画面に戻るには®キーを押します。 

手順9はキーフ□ッピーディスクを作成する場合の手順です。 


キーフ□ツピーデ イスクを作成する 

なのメツセージび表示されます。 


Password Service Disk Type ?(1:2 HD ，2:2 DD ) 


①セットされているフ□ッピーディスクが 2 HD の場合は①キーを、 2 DD 
の場合は@キーを巧す 

フ□ッピーディスクへの書さ込みを開始します（フ□ッピーディスクび 
セットされていない場合は、そのまま終了します)。 

フ□ッピーディスクへの書さ込みび終了すると、次のメッセージび表示 
されます。 


Remove the password service disk , then press any key . 


③フ□ッピーディスクを取り出し、何かキーを押して終了する 

国^キーフロッピーディスクの使いかた 

「本項4-ユーヴパスワードを忘れてしまった場合」 





4 BIOS セットアップを使う 


■ ユーザパスワードの削除 ■ 

「ま芝 HW セットアッスからの削除については「本章 3-0-2 削除」を確認して 
<ださい。 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパ’一を 「 PASSWORDJ の rRegisteredJ に合わせ、 
〔 Space ) または 〔 Backspace ) キーを巧す 

パスワード入力画面び表示されます。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 ( Enter ) キーを 巧す 

パスワードび削除されます。 

入力したパスワードび登録したユーヴバスワードと異なる場合は、ビープ音 
び鳴りエラーメッセージび表示された後、パスワードの入力画面び表示され 
ます。手順3からやり直してください。 

■ ユーザパスワードを忘れてしまった場合 ■ 

キーフ□ッピーディスクを使用して、登録したユーヴパスワードの解除と再登録び 
でさます。また、再登録したユーヴパスワードのキーフ□ッピーディスクを作成で 
をます。 

キーフ□ッピーディスクを作成していなかったとさにユーヴパスワードを忘れてし 
まった場合は、近くのな守サービスに相談してください。ユーヴパスワードの解除 
を保守サービスに依頼する場合は、有償です。またそのとを、身分証明書（お客様 
自身をお認でさる物）の提示び必要となります。 

1 「 Password = J と表示された5、キーフ□ッピーディスクをフ 
□ッピーディスクドライブにセットして、 〔巨巧品) キーを巧す 

パスワードび解除され、次のメッセージび表示されます。 



システム環境の変更 


Set Password Again ? (Y/N) 



2 パスワードを再登録する場 S ホ、®キーを f 甲す 

セットアップ画面び表示されます。「本項4-キーフ□ッピーディスクの作 
成」の手順2しソ降を行ってください。再登録後、システムび再起動します。 

パスワードを再登録しない場合は、®キーを f 甲す 

次のメッセージび表示されます。 

Remove the Disk.then press any key. 

フ□ッピーディスクを取り出し、何む、キーを押すと、システムが再起動します。 

■ ユーザパスワードの変更 ■ 

ユーヴパスワードを削除してから、登録を行ってください。 

国^ユーヴパスワードの削除と登録について 

体項4-ユーヴパスワードの削除」、「本章 3-0-1 登録」 

5 BOOT PRIORITY- ブート優巧順位を設定する 

【 Boot Priority 】 

システムを起動するディスクドライブの順まを設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN」 に設定してください。 

- HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN (標準値） 

- FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN - 

- HDD ^ CD-ROM - LAN - FDD —指をのドライブ順に起動する 

- FDD 一 CD-ROM- LAN 一 HDD 
- CD-ROM- LAN- HDD 一 FDD 
- CD-ROM- LAN- FDD 一 HDD - 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると 
HDD び最優先されます。 

【 HDD Priority 】 

八ードディスクドライブを複数使用する場合に、システムを起動する順番を設定し 
ます。 

通常は旧 uilt-in HDD 一 PC Card」 に設定してください。 

- Built-in HDD 一 PC Card (標準値） 

-PC Card 一 Built-in HDD 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると 
Built-in HDD が優先されます。 
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【 Network Boot Protocol 】 

ネットワークからの起動について設定します。 


- PXE (標準値） . PXE プ□トコルに設をする 

- RPL . RPL プロトコルに設定する 


ち D 旧 PLAY —表示装置の設定をする^^^^ 

【 Power On Display 】 

起動時の Windows □ゴを表示する表示装置を逞択します。 

- Auto-Selected (標準値）..システム起動時に外部ディスプレイを接続している 

とさは外部ディスプレイだけに、接続していないと 
さは内部;夜晶ディスプレイだけに表おする 
- LCD + Analog RGB ........ 外部ディスプレイと内部液晶ディスプレイに同時表 

示する 

SVGA モードに対応していない外部ディスプレイを接続して 、 「LCD + Analo 目 RGB 」 
を逞択した場合、外部ディスプレイには画面び表示されません。 

Windows 起動をは、前回電源を切る前に接続していた表示装置び存在すればその表 
示装置に表おします。前回電源を切る前に接続していた表示装置び存在しない場合 
は、内部液晶ディスプレイに表示されます。 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると内部 
液晶ディスプレイにのみ表示されます。 

[TV Type 】 

テレビ受信機を選択します。 

- NTSC ( JAPAN ) (標準値）...曰本仕様の TV 受信機 


'PAL . ヨー□ッパ仕様の TV 受信機 

' NTSC ( US ). ホ国仕様の TV 受信機 


7 OTHERS - その他の設定をする 

【 Power-up Mode (レジューム機能）】 

レジューム機能を設定します。 


- Boot (標準働 ......... レジューム機能を無効にする 

' Resume . レジューム機能を有効にする 



システム環境の変更 











【 CPU Cache (キャッシュ）】 

巳 PU 内のキャッシュメモ u を使用するかどラかの設定をします。 

使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- Enabled (標準値）...キャッシュメモ U を使用する 
- Disabled . キャッシュメモ U を使用しない 

[Level 2 Cache 】 

2次キャッシュを使用するかどラかの設定をします。 

rcPU Cache 」 び 「 Disabled 」 に設定されている場合は表示されません。 

- Enabled (標準値）.. . 2次キャッシュを使用する 
- Disabled . 2なキャッシュを使用しない 

【 Dynamic CPU Frequency Mode 】 

モバイルインテル® Pentium ®4 プ□セッサ - M 搭載モデルのみ表示されます。 

- Dynamically Switchable (標準値） ...... CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を有効にし、使用状況に応じて CPU 周 
波数を自動的に切り替えます。 


.Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能 

を無効にし、常時、高周波数で動作します。 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能 

を無効にし、常時、ほ周波数で動作します。 


【 Auto Power On (タイマ.オン機能）】 

タイマ-オン機能の設定状態をおします。タイマ-オン機能は]回のみ有効です。 
起動後は設定び解除されます。 

Windows XP を使用している場合ま 「Auto Power On 」 の設赶ま無効になります。 
Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

- Disabled (標準値）...タイマ.オン機能び設定されていない 

- Enabled . タイマ-オン機能び設定されている 

タイマ.オン機能の設定は 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

パスワードセキュ I 」ティで設定したパスワードと休止状態び設定してある状態で、 
タイマ.オン機能 (Auto Power On ) を設定してシステムを起動させた場合、 
「 Password :」 と表示されます。パスワードセキュリティで設定したパスワードを 
入力ずると、休止状態から Windows に復帰します。 

圆^パスワード t キュリテイの設定「本章3パスワードセキュ U テイ」 
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「 OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設赶ま を pace ) または 但 ackSpace ] キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは任)®キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月曰を設ちします。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

• Ring Indicator 

電話回線からの呼び出し信号により、自動的に電源を入れます。 

[ Power-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に設定できます。 

また、この機能は PC 力ードタイプのモデムでは使用でをません。 

. Disabled 婚準値）... U ングインジケータ機能を使用しない 
- Enabled . U ングインジケータ機能を使用する 

【 Start Up Logo 】 

起動時に表おされる [dynabookj ロゴについて設定します。 

- Animation 婚準値） . アニメーシヨン ロゴび表示される 

•Picture . ピクチャ（静止画）ロゴび表示される 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動するとピク 
チャ（静止画）□ゴび表示されます。 

【 Sound Logo 】 

パソコンを起動したときに音を鳴らすかどうかを設をします。 

- Enabled (標準値）...音を鳴らす 
- Disabled . 音を鳴らさない 

TV チューナ内蔵モデルの場合、インスタントプレイ機能を使用して起動すると音は 
鳴りません。 
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【 Power Button Lamp 】 

電源スイッチのランプの光りかたのパターンを設定します。 


状態 

電源 ON 

スタンバイ 

電源オフ/休止状態 

Mode 1(標準値） 

青色に点な 

黄色に点灯 

オレンジ色に点な 

Mode 2 

青色に点な 

緑色とオレンジ色 
が交互に点滅 

緑色と青色が交互に 
点滅 

Mode 3 

緑色-^オレンジ色 
^青色の順に点滅 

黄色に点な 

オレンジ色に点灯 

Off 

常に消な 


なお、 A 巳アダプタとバッテリパックを取りはずすと、 し、 つたん設定び Mode 1 
(標準値）に戻ります。その後パソコン本体の電源を入れると、 A 巳アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずす前の設をに戻ります。 


【 Panel Power On/Off ( パネルスイッチ機能）】 

ディスプレイの開閉による電源の入/切を設ちします。 

[ Power-up Mode 」 び 「 Resume 」 の場合に表示されます。 

- Enabled . パネルスイッチ機能を使用する 

- Disabled (標準値）...パネルスイッチ機能を使用しない 

8 CONFIGURATION 

【 Device Confi 有.】 

ブート時に BIOS び巧期化する装置を指定します。 

- Setup by OS 婚準値）... OS を□-ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それしソ外の装置は 0 S び初期化します。 

この場合 、 [PC CARD 」 内の設定は、 rAuto - 
SelectedJ 固定となり、変更できません。 

• All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインストールされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0 S 」 （標準値）を 
還択することを巧奨します。ただし 「 P 巳巳 ARD 」 内の巳 ontroller Mode の設定:を 
「 Auto - Selected 」 しソ外に設定する場合は 「All Devices 」 に設定してください。 
「PC CARD 」 につし ' i て「本 I 頁] 3 PC CARD 」 
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9 I/O PORTS-I/O ポート 

[Parallel 】 

バラレルポートの割り当てを設定します。 

「 PERIPHERAL 」 の 「Parallel Port Mode 」 び 「 ECP 」 の場合に 口3「31161」で 
「Not Used 」 しソ外を選択すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 

次に 「 OPTION 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• DMA 

DM A チャネ J レを設定します。 

10 DRIVES I/O-HDD 、 CD-ROM 、 PC 力ードの設定 ^ 

【 Build-in HDD 】 

八ードディスクドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更は 
でさません。 

【 CD-ROM 】 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更はでさません。 
内蔵されているドライブび巳 D - ROM ドライブではない場合も、すべて 「 CD - ROM 」 
と表示されます。 

【PC Card 】 

P 巳力ードタイプ （TYPE n またはの）の八ードディスク（別売り）からシステム 
を起動させた場合のみ、表示されます。 

システムを起動でをる PC 力ードのタイプ （TYPE n またはの）の八ードディスク 
(別売り）を P 巳力ードスロットに接続したときのアドレス、割り込みレベルの設定 
を表します。 

11 FLOPPY DISK I/O 

* フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 



システム環境の変更 


【 FI 叩 py Disk 】 

フ□ッピーディスクドライブのアドレス、割り込みレベル、チヤネルの設定を表示 
します。変更はできません。 




12 PCI BUS—PCI バスの割り込みレベルを表示する ^^^^ 


【 PCI 己 US 】 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はできません。 

13 PC CARD—PC 力ードのモードを選択する 

【 Controller Mode 】 

PC カードのモードを選がします。 

- A 山 o - Sele は ed (標準値）...プラグアンドプレイに対応した 0 S を使用している 

場合、選択します。 

- PC に Compatible . Auto-Selected や巳 ardBus / 1己 - bit で正常に動 

作しない] 6 -bit PC 力ードを使用する場合に選択 
しまず。 

- Card Bus / 1日 - bit . Auto - Selected で正常に動作しない巳 ardBus 巧 

応の PC 力ードを使用する場合に選択します。 

14 PERIPHERAL—HDD やか部装置の設定をする ^^^^^ ■ 

【 Internal Pointing Device 】 

タッチパッドを使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） ....... 使用する 

- Disabled . •(ま用しなし'! 

【 Parallel Port Mode 】 

パラレルポートモードの設定をします。 

Windows で使用する場合は、標準値のままで使用でさます。 

- ECP (標準値） . ECP 対応に設定する 

大半のプリンタでは、 ECP に設定します。 

- Std . Bi-Direct . 双ち向に設定する 

一部のプリ ンタおよび、プ I 」ンタしソ外のパラレル装置を使 
用する場合に設定しまず。 


メモ - 

Windows を使用している場合は「まち HW セットアップ」の設定び有効にな 
り 、 「Parallel Port Mode 」 の設定は無効になります。 
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【 Hard Disk Mode 】 

A - ドディスクのモードを設定します。 

項目を変更する場合は、パーティションの再設定を行ってください。 

- Enhanced IDE ( Normal ) (標準値）.…通常はこちらを選択する 

- Standard IDE . Enhanced IDE に対応していない日 S を 

使用する場合に選がする 

この場含、己 28 M 目までが使用可能とな 

り、残りの容量は使用でをません。 

15 LEGACY EMULATION 

【 USB KB/Mouse Legacy Emulation 】 

US 目キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値）…レガシーサポートを行う 

ドライノ（なしで USB キーボード/ USB マウスが使用で 
さます。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

【 USB-FDD Legacy Emulation 】 

* TV チューナ内蔵モデルのみ 

- Enabled (標準値）...レガシーヴポートを行う 

ドライ J (なしで USB フ□ッピーディスクドライブび使用 
でさます。フ□ッピーディスクから起動する場合は、こち 
らに設をします。 

.Disabled . レガシーサポートを行わない 

「 USB-FDD Legacy Emulation 」 び Enabled 」 に設定されていても、 

⑥ 「BOOT PRIORITY 」 の 「Boot Priority 」 び標準値の 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 
^ LAN 」 の場合は、本体八ードディスクから起動します。 

16 PCI LAN 

【 Built-in LAN 】 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled 婚準値）...有効にする 
- Disabled . 無効にする 
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付録 

本製品の / ドウェア仕様や、技術昼準適合などに 
ついて記しています。 


1本製品の仕様112 
2技術基準適合について1吕0 
3無線 LAN について138 



1 本製品の仕様 


1 製品仕様 


機種 

Dynabook EX1 シ U — ズ 

プ□セツヴ 

CPU 

東芝 PC 診断ツールを参照 

;>< モ U 

ROM 

已] 2 K 目（フラッシュ ROM) 、 ACPI 1.0 b . 
APM 1.2 、Plug and Play 1 .Oa 

RAM 

標準：東芝 PC 診断ツールを参照最大： 1 G 目 

ビデオ RAM 

最大 64 M 目（システムメモ U と共用）*1 

表示機能 

表示装置 

1己型 TFT 方式カラー液晶ディスプレイ 

グラフィック表示 

横1024 X 縦7681画面 

入力装置 

キーボード 

0 ADG 1 0日 A キータイプ準拠 

87キー（文字キー 、 制御キーの合計） 

ポインティングデバイス 

タッチバッド内蔵（スク□-ルスイッチ付き） 

補助記憶 
装置 

SD カード/メモ U 
スティックス□ット 

1個装備 

フ□ッピーディスク 
ドライブ *9 

1台内蔵 

2 DD 、 または 2 HD 型フ□ッピーディスクを使用 
720 KB (2 DD )/1.2 M 目、 1.44 MB に HD ) 

2.己型八ードディスク 
ドライブ 

1台内蔵 

ドライブ *3 

DVD マルチドライブ 

1台内威 

CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 

CD-R 

書さ込み：最大1日倍速 

CD-RW (マルチスピード） 

書さ換え：最大4倍速 

Hi 旨 h - Speed 対応 CD-RW 
書さ換え：最大1日倍速 

DVD-ROM 
読み出し：最大8倍速 

DVD-R 

書さ込み：最大2倍速 

DVD-RW 
書さ換え：等倍速 

DVD-RAM 
書さ換え： 2倍速 

8 cm 、12 cm のディスク対応 
マルチセッション 




















補助記憶 
装置 

ドライブ *3 

DVID - R /- RW ドライブ 

1台内威 

CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 

CD-R 

書さ込み：最大16倍速 

CD-RW (マルチスピード） 

書さ換え：最大4倍速 

Hi 卽 -Speed 対応 CD-RW 
書さ換え：最大1日倍速 

DVD-ROM 
読み出し：最大8倍速 

DVD-R 

書き込み'-最大2倍速 

DVD-RW 
書さ換え：等倍速 

8 cm 、 1 2 cm のディスク对応 
マルチセッション 

マルチドライブ 

1台内蔵 

CD-ROM 

読み出し：最大24倍速 

CD-R 

書き込み： 最大24倍速 

CD-RW (マルチスピード） 

書さ換え：最大4倍速 

Hi 呂 h-Speed 対応 CD-RW 
書さ換え：最大1日倍速 

Ultra Speed CD-RW 
書さ換え：最大24倍速 

DVD-ROM 
読み出し：最大8倍速 

8 cm 、 1 2 cm のディスク对応 
マルチセッション 

インタ 

フェース 

RGB 

1個装備 

USB 

4個装備 USB 2.0 準拠 >4 

i.LINK (IEEE 1394) 

1個装備巧400,4ピン） 

PC 力ード 

2個装備 PC Card Standard 準拠 
( TYPEnx ]、 または TYPEIEx ]) 

CardBus 対応 

パラレル 

1 個装備 （ ECP 対応） 












インタ 

フェース 

サウンド 

ライン出力（ヘッドホン出力共用） 

ミニジャック ] 個装備（ゆ3.己 mm ミニジャック） 
音声入力 （ L ) ( RCA ) 1個装備* 5 
音声入力 （ R ) ( RCA ) 1個装備* 5 
マイク入力（モノラル） 

ミニジャック ] 個装備（ゆ3.己 mm ミニジャック） 
ヘッドホン出力（ステレオ）（ライン出力共用） 

ミニジャック ] 個装備（ゆ3.日 mm ミニジャック） 
内蔵スピーカ（ステレオ）装備 
内蔵マイク装備 


ビデオ 

S - Video 出力1個装備 

ビデオ入力（コンポジット）1個装備が 

ビデオ入力 （ S - Video )] 個装備*已 


TV * 己 

TV チューナ1台内蔵 

アンテナ入力（か2.已 mm ミニジャック）1個装備 


モデム*日 

1個装備 

通信機能 

LAN 

1イ固装備100巨 ASE - TX /1 0臣 ASE-T 

無線 LAN *7 

1個装備 

IEEE 802.11 g おぶび IEEE 802.11 b 準拠 

カレンダ機能 

曰付、時計機能を標準装備 
充電型電池によるバックアップ 

電源 

AC アダプタ 

AC ] 0 0 V 〜24 0 V (50 Hz . または 60 Hz ) 

AC アダプタ 


パッテ U 

バッテリパック LM 曰 n 1日. 8 V /3 日日 OmAh 

最大消費電力 

約7日 W 

使用環境条件 

温度：已〜3已 ° C 湿度： 20〜80口 / oRh 

外形寸法（突起部除 <) 

330 ( 幅） X 282娛行） 

X 38.4 (最薄部）/3目.目（高さ ） mm 

質量 

約 3.2 k 畳（フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデル） 

約 3. Ik 畳 （ TV チューナ内蔵モデル） 


字 1 システムメモ U び2巳巨 M 巨じ(上の場合はビデオ RAM の容量は最大日 4M 巨ですが、システムメ 
モ U を] 28M 目まで減らすとビデオ RAM の容量は最大 32M 巨になります。 

*2 フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ。 

*3 ドライブの種類は、購入したモデルによって異なります。 

またドライブは、各種ディスクの特性にあった速度を選択して読み出し/書き込みを行います。 
ディスクによっては最大速度での読み出し/書さ込みができない場合もあります。 

字4従来の US 日 1.1 規格と完全な互換性を持つとともに、 USB1.1 と比べて40倍（理論値）の 
高速データ転送の可能な Highspeed モードをサポートします。 

ただし、すべての US 目 1.1 / 2.日対応機器の動作を保証するものではありません。 

*已 TV チューナ内蔵モデルのみ。 

* 日内蔵モデムは対応巧巧日1地域政がでは使用で定ません。33.目 kbps (上の高速受信は接続先 
の対応や回線状態が磬った場合のみ可能です。送信時は最大33.目 kbps での接続になります。 

K 已 6Flex™ には対応しておりません。 FAX 通信ソフトは搭載しておりません。 

字7無線 LAN モデルのみ 
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【東芝 PC 診断ツール】 

基本仕様の一部は「ま芝 PC 診断ツール」で確認することびできます。 

1 [ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA] - I ；ユー 
ティリティ ] 一 [PC 診断ツール]をクリックする 

2 [ 基本情報]タブで確認する 


メモ - 

「まち PC 診断ツール」で表示される内容は、その時点での設定内容です。購入 
後に設定を変更された場合は、変更後の設定内容び表示されます。ただし 
[ CPU ] の項目には、搭載されている巳 PU の最大ク□ック数（固を値）び表 
示され、これはユーテイ I 」テイなどによる設定値には影響されません。 


【電源コードの仕様】 

本製品に同捆されている電源コードは、曰本の規格にのみ準拠しています。 
その他の地域で使用ずる場合は、当該国-地域法ち-安全規格に適合した電源コー 
ドを購入してください。 

使用でさる電圧 （ AC ) は 100 V です。必ず AC 10 CIV のコンセントで使用してく 
ださい。 

* 取得規格は、電気用品安をまです。 

【 AC アダプタの仕様】 

人力: AC 100〜240 V 、 1.3 A -0.7 A 、 已 0- 已 OHz 
出力: DC 1 已 V 、已 A 








! かお寸法回 

数値は突起部を含みません。 



38.4 (最薄部) 
/39.9 mm 


282 mm 
































3 サポートしているビデオモード 

ディスプレイコント□ーラによって制御される画面の解像度と表示可能な最大色数 
を定めた規格をビデオモードと呼びます。 

国^表示巧能色数の詳細について 

『使ってみよう1章日- 0-1 表示可能色数』 

本製品でサポートしている英語モード時のすべてのビデオモードを次に示します。 
モードナンバは一般に、プ□グラマびそれぞれのモードを識別するのに用いられま 
す。アプ U ケーシヨンソフトびモードナンバによってモードを指定してくる場合、 
そのナンパ'び図のナンパ'と一致していないことびあります。この場合は解像度と 
フォントサイズと色の数をもとに逞択し直してください。 


ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート (Hz) 

0.1 


40x2 巳字 

8x8 



2,3 


80x2 已字 



び,]* 

VGA 

40x2 已字 

8x14 

] 色/2已巨 K 


つ幸〇幸 

テキスト 

80x2 已き 


0+.1 + 


40x2 已字 

8(9) X 16 



2+,3+ 


80x2 已字 



4.5 

VGA 

320x200 ドット 

8x8 

4/2已目 K 

70 

6 

グラフイツクス 

日 4 日 X 2 日 0 ドット 

2/2已色 K 

7 

VGA 

80x2 巳字 

8(9) X 14 

モノクロ 


7+ 

テキスト 

8(9) X 16 


D 


320x200 ドット 

8x8 

] 色/2已巨 K 


E 


日 4 日 X 2 日 0 ドット 


F 

VGA 

グラフ イツ クス 

日 4 日 X 3 曰 0 ドット 

8x14 

モノクロ 


10 

] 色/2已巨 K 


11 

巨 40x480 ドット 

8x16 

2/2已色 K 

60 

12 


] 色/2已巨 K 

13 


320x200 ドット 

8x8 

2已巨/2己扫 K 

70 








































ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート ( Hz ) 

- 

SVGA 

グラフイツクス 

色4日 X 48日ドット 

- 

2曰色/2己 6 K 

色0/7己/8曰 
/ I 日日 

- 

80 Ox 曰00 K 、 ツ 1- 

- 

- 

] 024 x 7 曰8ドット 

- 

- 

]28日 X ] 日24ドッド1 

- 

- 

1400 X 10己0ドット*1 

- 

色0/7己/8曰 

- 

] 巨00 X ] 200ド'ッ [-*1 

- 

- 

1白20 X 1440ドット*1 

- 

白0 

- 

目4日 X 4 S 0 ドット 

- 

64 K /64 K 

色0/7己/8曰 
/ I 日日 

- 

80 Ox 曰00ド'ッ 

- 

- 

] 024 x 7 目8ドッ K 

- 

- 

1吕 so X 1024ドット*1 

- 

- 

1400 X 10己0ドット*1 

- 

色0/7已/8曰 

- 

] 色00 X ] 200ド'ッ [-*1 

- 

- 

1白20 X 1440ドット*1 

- 

60 

- 

目4日 X 480ドット 

- 

16 M /16 M 

色0/7已/8曰 
/100 

- 

80 Ox 曰00ド’ッ 1- 

- 

- 

] 024 x 7 目8ドット 

- 

- 

1吕 so X 1024ドット*1 

- 

- 

1400 X 10己0ドット*1 

- 

色0/7己/8己 

- 

1600 X 1200ドット*1 

- 

- 

1920 X 1440ドット*1 

- 

60 


字 1LCD に表示する場 S ま、実隙の画面 （1024X7 巨 8) 内に、仮想スク U— ン表示します。 
ミ主）一部の画面モードは、マルチモニターでは使用でさません。 
























































4 八ードウエア y ソースについて 

メモ U マップ、 I / O ポートマップ、旧 Q 使用リソース、 DMA 使用 I 」ソースは次のち 
法で確認でさます。 

使用している環境（八ードウェア/ソフトウェア）によって変更される場合びあり 
まず。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツー ■/ レ]一[システム I 肩?目]をクリックする 

2画面左側のツリーか日[ハードウェアリソース]をダブルクリック 
ずる 


3調べたい項目をクリックする 



メモ1」マップ 

[メモリ] 

I / O ポートマップ 

[1/ 功 

旧 Q 使用リソース 

[ IRQ ] 

DMA 使用リソース 

[； DMA ] 




2 技術基準適合に：:)いて 


瞬時電圧お下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュー 
夕の瞬時電圧ほ下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラ 
インの基準を上回る瞬時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ< 
クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引を起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

国^『困ったとさは3章 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調テびおかしい』 

高調波対策について 

本装置は、「高調波ガイドライン適合品」です。 


国際 エネルギースター プ□グラムに ついて 


当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業ちとして、 

本製品び国際エネルギースタープログラムの対象製品に関ずる基 
準を満たしていると判断しまず。 



国^省電力設定について「3章2省電力の設定をする」 






FCC information 

Product name : dynabook EXl series 
Model number : PSJOl 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates，uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

□ Reorient or relocate the receiving antenna. 

□ Increase the separation between the equipment and receiver. 

□ Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

□ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may he attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must he 
used between the external devices and the computer’s RGB connector, USB connector, 
i.LINK(IEEE1394) connector and Microphone jack. Changes or modifications made to this 
equipment, not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the F し C Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 
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モデム使用時のを意事項 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、次のを意事項を守ってください。 


内蔵モデムは、財団法人電気通信端末機器審査協会により電 
気通信事業法第50条1項に基づさ、技術基準適合認定を受 
けたちのでず。 



認を番号 

A02-0 已 04JP 


♦対応地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用でさます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
才ーストラリア、才ーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 
スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 
ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、バキスタン、八ンガ1」一、 
バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、 
ベル半一、ポーランド、ポルトガル、き港、マル义マレーシア、南アフリカ、メキシコ、 
モ□ッコ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 

(2004 年1月現在） 

なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさま 
せん。ま意して<ださい。 

内蔵モデムび使用でをない地域では、その地域で許認可を受けているモデムを購入 
してください。 

内蔵モデムに接続する回線び P 目 X 等を経由する場合は使用できない場合びあります。 
上記のま意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責 
任を負えませんのであらかじめ了をしてください。 

♦自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信（リダイヤル）は、発信を行わず 『 BLACKLISTED 』 
を返します （『 BLA 巳 K USTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回 
し U 下または再発信間隔を1分しソ上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端 
モ）「自動再発信機能は2回(内（但し、最初の発信から3分(内)」にがって 
います。 

^関連情報は《サイバーサポート》 
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Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision "CTR2r’] for pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different countries/regions 
the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful operation on every 
PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 

Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121. 


Germany 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


- ATAAB AN005,AN006,AN007,AN009,AN010 and 
DE03, 04,05,08,09，12,14，17 

- ATAAB AN005,AN006 and GRO し02,03,04 

- ATAAB ANOOl， 005,006,007,011 and P03, 04,08，10 

- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 

- ATAAB AN002 


All other countries/regions - ATAAB ANOO 3,004 


Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the 
relevant sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 


Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main 
system label. 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC 
RJllC. 

Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented 
systems) is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you 
have any questions about your telephone line, such as how many pieces of equipment you 
can connect to it, the telephone company will provide this information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the pro Diem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 
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Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 

Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use 
a computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business，other entity or individual sending the message and the telephone number 
of the sending machine or such business, other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem, you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 


Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, 
operational and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment 
will operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conditions may not 
prevent degradation of service in some situations. 

Repairs to certilied equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 
Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority, or electrician, as appropriate. 

2 The user manual of analog equipment must contain the equipment's Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected 
to a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination 
of devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence 
Numbers of all the devices does not exceed 5. 

3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type(s): USOC RJllC. 

CANADA: 1353A-L4AINT 
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Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a no 打 - compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 


AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for this equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of non-permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. In 
particular the higher speeds at which this modem is capable of operating depend on a 
specific network implementation which is only one of many ways of delivering high 
quality voice telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault 
to Telecom. 

-In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ It IS compatible with the modem at the other end of the call and 
b/ the application using the modem is compatible with the application at the other end 
of the call-e.g.，accessing the Internet requires suitaole software in addition to a modem. 

- This equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 


- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The 
associated equipment shall be set to operate within the following limits for compliance 
with Telecom Specifications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 
minute period for any single manual call initiation, and 
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b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between 
the end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 

- Immediately disconnect this equipment should it become physically damaged, and 
arrange for its disposal or repair. 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT 哪 eration) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS 10=less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default of じ 
recommended) 

ATS 11=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 
3 or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully swkched through the network. 

(b) caller identification information (whicn occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed. 

- The preferred method of dialing is to use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and 
more reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic 
dialing, your communications program must be set up to record numbers using the 
following translation table as this modem does not implement the New Zealand "Reverse 
Dialing" standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level and because of this there may 
be circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability. 


NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE 
CAUSES MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 


General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the 
specifications of these products which might affect compliance with the relevant PTC 
Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description 
as stated on the Telepermit label artwork;. The Telepermit may not be assigned to other 
parties or other products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number 
of Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the 
attached sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers 
and service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom 
network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales 
literature, as required in PTC 100. 

The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is 
payable where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand 
Specifications. $112.50 is charged for each variation when submitted at the same time as 
the original. 


An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 


Panasonic DVD-RAM ドライブ UJ -811 B 
( DVD マルチドライブ） 

まをにお使いいただ < ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ミち意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 [LASER KLASSEl 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 巨 08 吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能のな証をすることがで 
さな < なります。 

3 . 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ 5 の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてもな証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 
TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3 巳 RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND UNS に HTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. undgA UDS/ 

ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel Apnes. 

UNNGA EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 巳 SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

\ 

LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 
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東芝 DVD - R /- RW ドライブ SD - RBl 12 
( DVD - R /- RW ドライブ） 

まをにお使いいただ<ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 注意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
TO EN 60825-1 
クラス 1 レーザー製品 


1. 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表おがさ 
れています。 

本装置はヨー□ッノて共通のレーザ規格 
ENS 日82已で"クラス]レーザー機器に分類されています。レーザー光を直 
接被爆することを防ぐために、この装置の置体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないで<ださい。感電の原因になります。信頼性、安全 
性、性能の保証をすることがでさな<なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保を性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


DANGER 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER RA¬ 
DIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO 
BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3 巳 RAYONNEMENT VISIBLE ET INVIS¬ 
IBLE LASER EN CAS D'OUVERTURE EXPOSI¬ 
TION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 
VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 
ま 意 

ここを開くと、クラス 3 B レーザ規格の可視レー 
ヴ光及び不可視レープ光び出ます。ビームを直接 
見たり觸れた D しないこと。 


ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA 
UDS 压 TTELSE FOR STRALING 
ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr dekselApnes. UNNGA 

EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVAA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET A LTT 1 I N A 
lasersAteilylle. ala KATSO SATEESEEN. 
VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 
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^ — Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE MANURVJRJRER TO 
COMPLY WITH DHHS RULES 21 CFR SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF MANUFACTURE. 
MANUFACTURED: 


TOSHIBA CORPORATION 

1-1, SHIBAURA 1-CHOMt MINATO-KU, TOKY0105-8001, JAPAN 






















Panasonic CD - RW / DVD-ROM ドライブ UJDA 750 
(マルチドライブ） 

ををにお使いいただ < ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ミち意 

1. 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 [LASER KLASSEl 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 巨08吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能のな証をすることがで 
さな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてもな証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 
TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3 巳 RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND UNS に HTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling ved Abning. undgA UDS/ 

ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel Apnes. 

UNNGA EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 巳 SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

\ 

LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 







^ — Location of the required label 
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TEAC CD - RW / DVD-ROM ドライブ DW -224 E-A 
(マルチドライブ） 

ををにお使いいただ < ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ミち意 


1. 本装置は レーザーシステムを 使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 巨08吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

ATTENTION 

VORSICHT 

ADVARSEL 

ADVARSEL 

VARNING 
VARO ! 


CLASS 3 巳 INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 
KLASSE 3B UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENN ABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undgA uds/ettelse for strAlen. 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING nAr 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 
KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. AlA KATSO 

sAteeseen. 


性能の保証をすることがでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 







Location of the required label 























3 無線 LAN について 


* 無線 LAN モデルのみ 

1議特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異な 
る場合びあります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧象になります。無線ネット 
ワーク機器は、無線免許の必要ない 2.4GHz 帯で動作するよラに設計されています 
び、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課され 
る場合びあります。 

各地域で適用される無線規制については、「本節已お客様に巧するお知らせ」をお 
認してください。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 Ig, IEEE 802.1 lb 

2.4GHz (24 日日 - 24 日 7MHz) 

変調ち式 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

0FDM-BPSK. 0FDM-QPSK. 
0FDM-1 6QAM, 0FDM-64QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS-CCK. DSSS-DQPSK. 
DSSS-D 巨 PSK 

データレート 

IEEE 802.1 Ig 

已 4/48/3 日 /24/18/12/ 目/日 Mbps 

IEEE 802.1 lb 

11/ 己 .5/2/1 Mbps 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レート 
び低いほど、通信範囲は広くなります。 


メモ - 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲 
に影響を及ぼすことびあります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物’’びある場 
合ち、通信範囲に影響を与えます。 
















2 サポートする周波数帯域 

無線 LAN びヴポートする 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域内で適用される無線 
規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE802.] 1チャネルセット」参 
勵。 

ち地域で適用される無線規制については、「本節已お客をに対するお知らせ」を確 
認してください。 

【無線 IEEE 802 .1 1 チャネルセット】 


周波数帯域 

2400 -2497 MHz 

チヤネルの 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

己 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

24 己 2 

10 

吕4已7 *1 

11 

2462 

12 

2467 が 

13 

2472 が 

14 

2484 が 


* 1購入時に設定されているチャネルです。 

*2 これらのチャネルび使用可能占、どうかは、使用する無線 LAN モ 

ジュールによって異なります。使用可能チャネルについては、同 ffl の 
『ご使用でさる国/ホ域について』を参照してください。 

無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、次のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 
LAN アクセスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を 
□-5ングする場合は、ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替 
えます。無線 LAN アクセスポイントの設定チャネルちこの範囲にずる必要びあ 
ります。 

• "ピア'ツー'ピア"モードで無線 LAN 接続ずる場合は、チャネル]0び使用され 
まず。 
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3 本製品を日本でお使いの場合のごを意^^^ 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使 
用周波数帯は2,40日 MHz 〜2,483.日 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装 
置（移動体識別用構内無線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯 
2,427 MHz 〜2,470 .7 己 MHz と重複しています。 

【 1. ステッカー】 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に同捆されている次のステッカーを 
パソコン本体に貼付ください。 


/ \ 

この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 au 下 r 他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認して < ださい。 

を万一、この機器と「他の無線局 J との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉、の事例が発生した場合など何かお困0のこと 
が起さたとさは、東芝 PC ダイヤルへお問い合わせください。 

V _ J 


【 2• 現品表示】 

本製品と個包箱には、次におす現品表示のどちらかが記載されています。 

(1) に） (3) 


2.4DS0F4 



(4) 


(1) 2.4 : 2,40日 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

に ） DS :変調方式が DS - SS ち式であることをおす。 

OF :変調方式が日 FDM 方式であることを示す。 

(3) 4 :想定される与干渉距離が4日 m 政下であることを示す。 

(4) ■ ■ ■ : 2,40日 MHz 〜2,483.己 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装 

置の帯域を回避可能であることを意昧する。 

【 3• 東芝 PC ダイヤル】 

受付時間 ：日;□〇〜1日;日〇 (年中無休） 

ナビタ'イヤ J レ： 0己 70-00-3] 00 
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4 機器認証表示にごいて 

本製品には、電波法及び電気通信事業法に基づ<ル電カデータ通信システムの無線局 
として、しソ下の認証を受けた巧線設備を内蔵していまず。したびって、本製品を使用 
するとさに無線局の免許は必要ありません。 

無線設備名： PA3299U-1MPC 

株式会社ディーエスピ ーU ヴーチ 認証ま号： 03NYDA0 230 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装し 
て使用ずることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認 
証を取得しています。したびって、組み込まれた巧線設備を他の機器へ流用した場 
合、電波法の規定にあ触する恐れびありますので、十分にごを意ください。 


5 お客様にがするお知 5 せ 


【無線製品のホ目互運用性】 

Atheros AR5001X+ Wireless Network Adapter 製品は' Direct Sequence 
Spread Spectrum (DSSS) /Ortho 有 nal Frequency Division Multiplexing 
(OFDM) 無線技術を使用するあらゆる無線 LAN 製品と相互運用でさるよラに設計 
されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術者協会） 
策定の IEEE 802 . 11 Standard on Wireless LANs(Revision 巨/ G) 佩線 
LAN 標準規格(版数 B/G)) 

• Wi- 円 Alliance のを義する Wireless Fidelity (Wi-Fi) 認証 

【健康への影響】 

Atheros AR5001X+ Wireless Network Adapter 製品はほかの無線製品と同様、 
無線周波の電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話 
などの無線機器と比べるとはるかに巧いレベルに巧えられています。 

Atheros AR5001X+ Wireless Network Adapter 製品の動作は無線周波に関す 
るま全基準と勧告に記載のガイドラインにそっており、ま全にお使いいただけるも 
のとま芝では確信しております。このま全基準および勧告には、学会の共 a 見解と、 
多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門家の委員会による審議 
結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless 
LAN の使用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 


• 飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断さ 
れる場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関するち針びよ<わ 
からない場合は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、管理者に使用の可否に 
ついて確認してください。 

【規制に関する情報】 

Atheros AR 已〇01 X + Wireless Network Adapter 製品のインストールと使用に 
際しては、必ず製品付属のマニュアルに記載されている製造元の指示に従って<だ 
さい。本製品は、次に示す無線周波基準と安全基準に準拠しています。 

• Canada - Industry Canada ( に） 

This device complies with RSS 210 or industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired 
operation of this device." 

L ' utilisation de ce disposirif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1’ utilisateur du disposirif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radio さ lectrique re^u, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

This device has been designed to operate with an antenna having a maximum gain of 4.8dB. 
Antenna having a higher gain is strictly prohioited per regulations of Industry Canada. The 
required antenna impedance is 50 ohms. 

To reduce potential radio interference to other users, the antenna type and its gain should De so 
chosen that the equivalent isotropically radiated power (EIRP) is not more than that required for 
successful communication. 

To prevent radio interference to the licensed service, this device is intended to be operated 
indoors and away from windows to provide maximum shielding. Equipment (or its transmit 
antenna) that is installed outdoors is subject to licensing. 

Pour empecher que cet appareil cause du brouillage au service faisant I’objet d'une licence, il 
doit etre utilize a I’interieur et devrait etre place loin des fenetres afin de Fournier un ecram de 
blindage maximal. Si le matriel(ou son antenne d’emission) est installs a I’exterieur，il doit raire 
I’objet d'une licence. 


The tern "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical spacifications were met. 

IC:248H-DPA3299W or 248H-DPA3299P 


参 Europe 

- EU Declaration of Conformity 

This device complies with the essential requirements of the R 化 fTt Directive i999/o/EC with 
essential test suites as per standards: 

Belgie/ 

Belgique: 

For outdoor usage only 沈 annel10 (2457 MHz) and 11(2462MHz) is allowed. 
For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m 
no special registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT 
is required for private usage outside buildings across public grounds over more 
than 300m. An IBPT/BIPT license is required for public usage outside building. 
For registration and license please contact IBPT/BIPT. 


Gebruik buiten gebouw alleen op kanalen 10 (2457 MHz) en 11(2462 MHz). 
Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 
300m geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter 
dan 300 m is wel registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor publiek gebruik buiten 
gebouwen is licentie van BIPT/IBPT verplicht. Voor registratie of licentie kunt 
u contact opnemen met BIPT. 


L'utilisation en exterieur est autorise sur le canal10 (2457 MHz) et 11(2462 
MHz). 

Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d’un 
espace public, aucun enregistrement n’est necessaire pour une distance de moins 
de 300m. Pour une distance superieure a 300m un enregistrement aupres de 
riBPT est requise. Pour une utilisation publique a I'exterieur de bailments, une 
licence de I’lBPT est requise. Pour les enregistrements et licences, veuillez 
contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig，aber nicht genehmigungspflichtig. 
Bitte mit H 化 dler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 10 and 11(2457 MHz and 2462 MHz 
respectively) may be used in France. License required for every installation, 
indoor and outdoor installations. Please contact ART for procedure to follow. 


Bande de irequence restreinte : seuls les canaux 10 a 11(2457 et 2462 MHz 
respectivement) doivent etre utilises en France. 

Toute utilisation, qu'elle soit interieure ou exterieure, est soumise a autorisation. 
Vous pouvez contacter FAutorite de Regulation des Telecommuniations (http:// 
www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 


Italia: License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed 

E’necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso intemo. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. L’uso per installazione in 
esterni non e' permessa. 

Nederland License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met 
verkoper voor juiste procedure 


参 USA-Federal Communications Commission (FCC) 

This device complies with Part 13 of FCC Rules. Operation of the devices in a Wireless LAN 
System is subject to the following two conditions: 

• This device may not cause harmful interference. 

• This device must accept any interference that may cause undesired operation. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modification of the devices included with this Atheros AR 5001 X+ Wireless Network Adapter or 
the substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction oi interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 


The Atheros AR 5001 X+ Wireless Network Adapter will be installed with one of two types of 
antennas. The both of antenna types, when installed are located at the upper edge of the LCD 
screen. 

For both antennas, the radiated output power of the Atheros AR 5001 X+ Wireless Network Adapter 
is far below the F し C radio frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros AR 5001 X+ 
Wireless Network Adapter shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. In normal operating configuration, the LCD in the upright 
position, the distance between the antenna and the user should not be less than 20cm. 

The antenna(s) used for this transmitter must not be co-located or operating in conjunction with 
any other antenna or transmitter. Refer to the Regulatory Statements as identified in the 
documentation that comes with those products for additional information. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 

RF device shall not be co-located with any other transmitter. 


参 Taiwan 

Article 14 Jnless approved, ror any model accredited low power radio rrequency electric 
machinery, any company, trader or user shall not change the frequency, increase 
the power or change the features and functions of the original design. 

Article 17 Any use of low power radio frequency electric machinery shall not affect the aviation 
safety and interfere with legal communications. In event that any interference is 
found, the use of such electric machinery shall be stopped immediately, and reusing 
of such products can be resumed until no interference occurs after improvement. 
The legal communications mentioned in the above item refer to radio 
communications operated in accordance with telecommunication laws and 
regulations. 

Low power radio frequency electric machinery shall resist against interference 
from legal communications or from industrial, scientific and medical radio emission 
electric machinery. 
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